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内 容

仕事は忙しいけど…子育てもがんばろう！
普段仕事で忙しく、子どもと触れ合う時間が少ない

お父さんに、積極的に子育てに参加してもらおうと、
児童館では奇数月の第2土曜日に「サタデーパパ」を
開催。毎月10組ほどの親子が参加しています。
子どもたちは、じゃれっこ体操や手遊び、エプロン

シアターなどを、大好きなお父さんと一緒に楽しみな
がら、思いっきりはしゃいでいました。
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昨
年
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業

な
ど
、
守
谷
市
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
行
政
の

歩
み
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
平
成
18
年
度

を
本
市
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る

と
位
置
付
け
、
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、

更
な
る
行
政
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
邁

進
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
総
人
口
の
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
老
齢
人
口
の
増
加
及
び
労
働

人
口
の
減
少
が
、
大
き
な
問
題
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
人

口
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
将

来
的
に
は
、
国
へ
の
依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
、

市
独
自
の
財
源
に
よ
る
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
目
標
に
、
よ
り
一
層
の
行
政
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
経
営
方
針
に
３
つ
の

重
点
課
題
「
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
は
ぐ

く
む
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民
と
と
も
に
あ
ゆ

む
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
、
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

守
谷
市
長
　
会
田
　
真
一

【
児
童
福
祉
事
業
】

●

私
立
保
育
園
を
４
月
に
１
園
、
平
成
19

年
４
月
に
１
園
開
園

●

（
仮
）南
守
谷
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設

に
関
す
る
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計

●

「
守
谷
市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」
と
協
力
し
な
が
ら
、
育
児

不
安
や
児
童
虐
待
に
対
応

【
障
害
者
福
祉
事
業
】

●

個
別
相
談
業
務
の
充
実
、
情
報
の
提
供

な
ど
を
積
極
的
に
推
進

●

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が

進
め
る
身
体
・
知
的
障
害
者
が
利
用
で

き
る
障
害
者
福
祉
施
設
計
画
を
促
進

【
高
齢
者
福
祉
事
業
】

●

出
前
サ
ロ
ン
を
増
設
し
、
地
域
に
密
着

し
た
高
齢
者
福
祉
を
推
進

●

生
活
機
能
の
不
自
由
を
改
善
す
る
た
め

の
相
談
や
指
導
を
更
に
充
実

【
介
護
保
険
事
業
】

●

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

介
護
予
防
を
含
め
、
高
齢
者
の
生
活
全

体
を
包
括
的
・
継
続
的
に
支
援

【
保
健
事
業
】

●

疾
病
予
防
の
た
め
の
健
康
教
育
や
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
み
、「
自
分
の
健
康

は
自
ら
作
る
」
と
い
う
意
識
を
高
め
る

【
医
療
福
祉
事
業
】

●

引
き
続
き
小
学
校
就
学
前
ま
で
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】

●

日
曜
開
庁
時
に
納
税
相
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
る

●

医
療
費
適
正
化
対
策
を
推
進

【
防
犯
】

●

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
強
化
や
防
犯
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
実
施

●

守
谷
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
中
心
と

し
た
防
犯
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
犯
罪
防
止
に
努
め
る

●

生
活
道
路
や
各
小
中
学
校
の
通
学
路
に
、

防
犯
灯
を
増
設

●

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
充
実

【
防
災
】

●

台
風
な
ど
の
風
水
害
や「
首
都
直
下
地
震
」

に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
県
南
部
の
地
震

か
ら
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

安
全
の
確
保
に
努
め
る

●

自
主
防
災
組
織
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、

よ
り
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施

●

耐
震
基
準
改
正
以
前
の
住
宅
に
対
し
て
、

耐
震
診
断
の
経
費
を
補
助

【
消
費
者
行
政
】

●

消
費
生
活
相
談
員
を
増
員
し
、
適
切
な

助
言
や
指
導
に
努
め
る

【
環
境
対
策
】

●
「
環
境
出
前
講
座
」
な
ど
を
活
用
し
て
、

「
地
球
環
境
問
題
が
市
民
一
人
ひ
と
り

の
身
近
な
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
意
識

づ
く
り
に
努
め
る

●

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

環
境
セ
ン
タ
ー
建
替
え
事
業
に
つ
い
て
、

広
域
圏
内
の
各
市
町
村
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
て
、
地
域

住
民
と
の
合
意
形
成
に
努
め
る

【
学
校
教
育
】

●

守
谷
市
学
校
教
育
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

2広報もりや2006.4.10

平
成
18
年
守
谷
市
議
会
の
初
日
、
市
長
は
市
政
運

営
の
方
針
や
重
要
施
策
の
大
綱
な
ど
、
平
成
18
年
度

の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
全
文
は
市
役
所
企
画

課
、
各
公
民
館
、
文
化
会
館
、
仲
町
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度

施施施施
政政政政
方方方方
針針針針

心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

安

全
で

う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

安

か
な
心
を

育
む

ま
ち
づ
く
り

豊



小
・
中
一
貫
性
の
あ
る
教
育
の
充
実
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
、
食
育

の
啓
発
に
努
め
る

●

巡
回
活
動
、
あ
い
さ
つ
・
声
掛
け
運
動

な
ど
を
展
開
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

不
審
者
情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
、

防
犯
教
室
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
安
全

確
保
に
努
め
る

●
「
英
語
が
使
え
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
英

語
教
育
を
推
進

●

「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
全
小

学
校
で
実
施
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
推
進

【
学
校
施
設
】

●

松
ケ
丘
小
学
校
の
増
築
工
事

●

大
野
小
学
校
の
耐
震
化
設
計

●

守
谷
小
学
校
の
建
築
の
基
本
調
査

●

全
小
学
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

【
青
少
年
の
健
全
育
成
】

●

各
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
更
に
強
化

し
、
犯
罪
や
有
害
情
報
・
環
境
な
ど
か

ら
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
対
策
に
取

り
組
む

【
中
央
図
書
館
】

●

利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
、
開
館
日
を

増
設

【
男
女
共
同
参
画
】

●

「
守
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を

基
に
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意

識
の
解
消
を
図
る

●

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
生
か
し
、
共

に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

【
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
】

●

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
東
京
駅
ま

で
の
延
伸
を
目
指
す

【
守
谷
駅
東
西
駅
前
広
場
に
面
す
る
街
区
】

●

「
も
り
や
の
顔
」
と
な
る
地
区
の
形
成
を

図
る
た
め
、
一
体
的
な
土
地
利
用
を
推

進
し
、
美
し
い
都
市
景
観
と
集
客
力
の

高
い
魅
力
あ
る
施
設
の
誘
致
を
図
る

【
道
路
網
】

●

国
道
２
９
４
号
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
交
差
部
か
ら
土
塔
地
先
ま
で
）
の
拡

幅
改
良
工
事

●

乙
子
交
差
点
立
体
化
工
事
の
早
期
完
成

●

県
道
取
手
豊
岡
線
の
滝
下
橋
に
お
け
る

慢
性
的
渋
滞
の
早
期
解
決

●

都
市
計
画
道
路
坂
町
清
水
線
の
用
地
取

得
を
引
き
続
き
実
施
し
、
新
た
に
郷
州

沼
崎
線
ひ
が
し
野
地
区
か
ら
み
ず
き
野

地
区
の
用
地
取
得
を
進
め
る

【
守
谷
駅
周
辺
一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
】

●

平
成
20
年
度
事
業
完
了
に
向
け
推
進

【
守
谷
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
】

●

平
成
18
年
度
の
事
業
収
束
と
、
組
合
の

解
散
を
目
指
す

【
都
市
景
観
】

●

守
谷
市
景
観
基
本
計
画
の
作
成

●

景
観
条
例
を
制
定

【
上
下
水
道
事
業
】

●

組
織
統
合
を
生
か
し
て
経
常
経
費
の
節

減
に
努
め
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る

●

安
定
供
給
の
た
め
の
水
源
の
確
保

●

浄
水
場
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
更
新

工
事

●

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
築
更
新
事
業

【
商
工
業
】

●

守
谷
駅
周
辺
地
域
を
中
心
核
と
位
置
付

け
、
商
工
会
や
地
域
住
民
と
連
携
し
て
、

人
材
育
成
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を

支
援

●

自
治
金
融
・
振
興
金
融
制
度
へ
の
信
用

保
証
料
の
補
給
を
引
き
続
き
実
施

【
観
光
】

●

Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
を
記
念
し
、
守
谷
駅

前
広
場
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
・
ま
つ

り
を
開
催

【
農
業
】

●

大
規
模
農
家
へ
の
利
用
権
設
定
や
、
農

事
法
人
な
ど
の
生
産
組
織
へ
の
作
業
委

託
を
推
進

●

遊
休
農
地
な
ど
を
活
用
し
た
市
民
農
園

を
計
画

●

大
木
流
作
地
区
に
お
け
る
畜
産
基
盤
再

編
総
合
整
備
事
業
を
、
平
成
19
年
度
事

業
完
了
に
向
け
推
進

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

●

指
針
や
条
例
を
制
定
し
て
、
市
民
、
自

治
会
、
町
内
会
、
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進

●

自
治
会
や
市
民
活
動
団
体
に
対
し
て
、

協
働
作
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援

【
行
政
運
営
】

●

今
後
５
年
間
の
計
画
的
な
行
政
運
営
を

行
う
た
め
、
守
谷
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
を
策
定

●

県
と
市
町
村
共
同
に
よ
る
電
子
入
札
シ

ス
テ
ム
を
導
入
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●平成18年度施政方針

市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
強
く
推
し
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
評

価
に
外
部
評
価
手
法
を
取
り
入
れ
、
ま

た
、「
守
谷
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の
改
革
・

改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
全
庁
を
挙
げ
て
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

適
で

ゆ
と
り
あ
る

ま
ち
づ
く
り

快

力
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

活

と
心
が

ふ
れ
あ
う

ま
ち
づ
く
り

心



前
年
度
と
比
べ

17
億
２
９
０
０
万
円
の
増
額

（
12
・
４
％
増
）

▼
市
税
は
、
市
民
税
及
び
固
定

資
産
税
の
増
額
に
よ
り
7.1
％
増

▼
財
産
収
入
は
、
守
谷
駅
周
辺

の
市
有
地
売
払
い
の
本
格
化
に

よ
り
、
５
９
９
・
６
％
の
大
幅

増
▼
繰
入
金
は
、
守
谷
駅
周
辺

一
体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
か
ら
９
億
円
超
の
繰
入

れ
を
行
う
た
め
58
・
９
％
増
▼

国
庫
支
出
金
は
、
土
木
費
国
庫

補
助
金
が
増
加
し
て
い
る
が
、

民
生
費
及
び
教
育
費
国
庫
補
助

金
の
減
額
に
よ
り
6.3
％
減
▼
市

債
は
、
土
木
債
、
教
育
債
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
に
よ

り
47
・
５
％
減
▼
地
方
譲
与
税

は
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
税

源
移
譲
額
増
加
に
よ
り
30
・
０

％
増
▼
県
支
出
金
は
、
民
生
費

県
負
担
金
増
額
に
よ
り
16
・
５

％
増
▼
地
方
特
例
交
付
金
は
、

市
民
税
の
定
率
減
税
減
額
に
伴
い

31
・
９
％
減

●
歳
入
は
…
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●問合先　市役所財政課　内線211～216

今今
年年
度度
のの

一一
般般
会会
計計
予予
算算
はは
……

財産収入�
9.8％�

繰入金　6.0％�

市税�
56.9％�諸収入　2.3％�

その他　2.9％� 22.1％�

国庫支出金　5.7％�

市債　3.7％�

地方譲与税　3.3％�
県支出金　3.3％�

地方特例交付金　1.3％�地方消費税交付金　2.7％�
その他　2.1％�

自
主
財
源�

77.9％�

依
存
財
源�

一般会計�
歳 入 �156億2,100万円� 平成17年度�

平成18年度（前年度比）�

市　　税�

財産収入�

繰 入 金�

諸 収 入�

そ の 他�

国庫支出金�

市　　債�

地方譲与税�

県支出金�

�

�

そ の 他�

自
主
財
源

�

依
存
財
源

� 地方消費税�
交 付 金�

地方特例�
交 付 金�

2億300万円（△31.9％）�
2億9,800万円�

4億2,790万円（2.7％）�
4億1,650万円�

5億1,240万3千円（16.5％）�
4億3,995万3千円�

5億2,350万円（30.0％）�
4億260万円�

5億7,050万円（△47.5％）�
10億8,730万円�

8億9,077万3千円（△6.3％）�
9億5,037万7千円�

4億5,189万9千円（9.9％）＊2
4億1,127万4千円�

3億5,544万2千円（1.0％）�
3億5,205万9千円�

9億4,381万4千円（58.9％）�
5億9,378万4千円�

88億8,787万6千円（7.1％）＊1
83億150万1千円�

15億3,029万3千円（599.6％）�
2億1,875万2千円�

3億2,360万円（△22.9％）＊3
4億1,990万円�

【内　訳】
＊1 市　民　税 40億3,183万4千円
＊1 固定資産税 37億8,441万円
＊1 都市計画税 5億8,795万円
＊1 市たばこ税 3億4,235万円
＊1 軽自動車税 4,988万8千円
＊2 繰越金 1億7,000万円
＊1 分担金及び負担金 1億7,584万5千円
＊1 使用料及び手数料 1億605万3千円
＊1 寄付金 1千円
＊3 地方交付税 1億4,000万円
＊1 自動車取得税交付金 1億700万円
＊1 利子割交付金 2,740万円
＊1 交通安全対策特別交付金 1,300万円
＊1 配当割交付金 2,080万円
＊1 株式等譲渡所得割交付金 1,540万円

おおおお知知知知ららららせせせせししししまままますすすす
一般会計 156億2,100万円

特別会計 122億9,255万2千円

水道事業会計 20億6,045万1千円

公共下水道事業会計 21億9,622万3千円



▼
民
生
費
は
、
児
童
手
当
支
給

事
業
費
及
び
私
立
保
育
園
開
園

に
伴
う
、
民
間
保
育
所
委
託
経

費
の
増
額
に
よ
り
10
・
８
％
増

▼
土
木
費
は
、
郷
州
沼
崎
線
整

備
事
業
費
や
、
守
谷
駅
周
辺
一

体
型
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
の
増
額
に
伴
い

20
・
８
％
増
▼
教
育
費
は
、
９

小
学
校
に
３
０
０
台
超
の
パ
ソ

コ
ン
配
置
、
松
ケ
丘
小
学
校
増

築
工
事
を
実
施
す
る
が
、
け
や

き
台
中
学
校
増
築
工
事
終
了
の

た
め
4.2
％
減
▼
諸
支
出
金
は
、

守
谷
駅
周
辺
市
有
地
の
売
払
い

収
入
を
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

へ
積
み
立
て
る
た
め
、
１
万
５

１
２
１
・
７
％
の
大
幅
増

●
歳
出
は
…

5 広報もりや2006.4.10

●平成18年度市の予算概要をお知らせします

平成18年度予算が、3月の第1回
定例議会で可決されましたので、
概要についてお知らせします。
なお、詳細は市ホームページをご
覧ください。

総務費�
11.4％�

公債費�
10.7％� 土木費�

18.9％�

歳　出�

教育費�
15.9％�

民生費�
21.7％�

衛生費　6.6％�

諸支出金　6.2％�

その他　3.1％�

消防費　5.5％�

000000000000002000002000030000030

156億2,100万円�

民 生 費�

土 木 費�

教 育 費�

総 務 費�

公 債 費�

衛 生 費�

諸支出金�

消 防 費�

そ の 他�

一般会計�
歳 出

33億9,561万1千円（10.8％）�

30億6,575万3千円�

29億4,590万5千円（20.8％）�
24億3,853万円�

24億8,840万8千円（△4.2％）�
25億9,731万2千円�

17億7,222万6千円（△2.2％）�
18億1,280万5千円�

16億6,773万4千円（3.5％）�
16億1,158万9千円�

4億8,199万4千円（1.7％）＊4
4億7,410万6千円�

10億3,508万円（5.1％）�
9億8,457万6千円�

8億6,456万9千円（△4.0％）�
9億96万円�

9億6,947万3千円（15121.7％）�
636万9千円�

【内　訳】
＊4 農林水産費 1億9,966万4千円
＊1 議会費 1億9,377万9千円
＊1 商工費 6,844万4千円
＊1 労働費 10万7千円
＊1 予備費 2,000万円

平平平平成成成成11118888年年年年度度度度

市市市市のののの予予予予算算算算概概概概要要要要をををを

予算書の
閲覧・貸出・販売

◆閲覧・貸出場所
市役所財政課、中央図書館
※貸出は市内在住・在勤・在学の方
※貸出期間は１週間
◆販売価格
一般会計及び特別会計　各800円
※市役所財政課にて販売



●
防
災
関
係
経
費

１
２
９
５
万
７
千
円

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
各
小
中
学
校
に
、

飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
の
防
災
用
井

戸
を
新
設

●
地
域
防
災
無
線
維
持
関
係
費

３
０
６
万
３
千
円

地
域
防
災
無
線
保
守
点
検
や
、
防
災
行

政
無
線
基
本
計
画
作
成
を
実
施

●
街
路
灯
維
持
管
理
経
費

４
５
５
１
万
２
千
円

道
路
照
明
灯
新
設
、
道
路
照
明
灯
・
防

犯
灯
修
繕
、
防
犯
灯
新
設
工
事
、
防
犯

灯
台
帳
作
成
業
務
の
実
施
　

●
交
通
安
全
対
策
総
務
費８

０
１
万
８
千
円

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
及
び
啓
発
活

動
の
実
施

総
務
費

●
区
長
関
係
経
費

３
０
２
０
万
９
千
円

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
業
務
委
託
料

●
ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
０
０
万
円

県
主
催
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
、
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

●
国
際
交
流
推
進
経
費

３
９
０
万
円

姉
妹
都
市
交
流
や
、「
市
国
際
交
流
協
会
」

「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
供
達
の
就
学
を
援

助
す
る
会
」
へ
の
補
助
金

●
啓
発
事
業
経
費

６
６
５
万
１
千
円

同
和
教
育
講
演
会
、
職
員
研
修
会
の
実
施

●
生
活
相
談
事
業

１
３
６
万
円

生
活
相
談
員
２
名
が
週
２
日
の
家
庭
訪

問
を
行
い
、
各
種
相
談
に
応
じ
る

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

74
万
３
千
円

男
女
共
同
参
画
啓
発
・
推
進
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

●
循
環
バ
ス
運
行
経
費２

１
２
４
万
８
千
円

循
環
バ
ス
運
行
事
業
補
助
金
交
付
や
、

Ｔ
Ｘ
開
業
後
の
利
用
促
進
策
を
検
討

●
イ
ベ
ン
ト
事
業

３
０
０
万
円

Ｔ
Ｘ
開
業
１
周
年
を
記
念
し
、
市
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
守
谷
駅
前

広
場
で
開
催

●
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
セ
ン
タ
ー
分
）

４
１
９
万
４
千
円

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
啓
発
し
、

市
民
活
動
団
体
へ
情
報
交
換
の
場
を
提
供

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

３
０
５
万
８
千
円

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
で
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
及
び
指

針
を
制
定

●
一
般
管
理
費
（
総
務
課
分
）

２
３
９
万
４
千
円

臨
時
職
員
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、臨
時
的
職
員
の
雇
用
・
賃
金
・
所
属

等
に
関
し
、効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る

●
企
画
総
務
費

１
８
５
６
万
円

守
谷
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策

定
や
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
運
用

●
契
約
管
理
関
係
経
費

９
１
１
万
４
千
円

県
と
市
町
村
が
共
同
利
用
で
き
る
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
の
導
入

●
公
用
車
維
持
管
理
事
業

●
（
市
有
バ
ス
運
行
事
業
）

６
４
６
万
７
千
円

公
用
・
各
種
団
体
の
研
修
視
察
等
の
利

便
を
図
る

●
財
産
管
理
事
務
費

５
３
２
万
９
千
円

市
有
地
（
１
万
８
０
８
３
㎡
）
の
草
刈
り

を
年
２
回
実
施
。
不
動
産
鑑
定
・
測
量
を

行
い
、
区
画
整
理
事
業
地
内
の
市
有
地

（
約
１
万
４
２
１
０
㎡
）
を
売
却

●
固
定
資
産
税
賦
課
費３

６
９
９
万
５
千
円

不
動
産
鑑
定
評
価
事
業
及
び
固
定
資
産

現
況
調
査
事
業

●
徴
収
事
務
費

２
１
９
３
万
９
千
円

口
座
振
替
依
頼
書
の
様
式
変
更
な
ど
に

よ
り
、
口
座
振
替
制
度
の
加
入
促
進
を

図
る
。
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
の

負
担
金

●
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

４
３
８
６
万
７
千
円

放
課
後
の
留
守
家
庭
児
童
（
小
学
１
〜

３
年
生
）
の
遊
び
を
主
と
す
る
健
全
育

成
を
図
る

●
家
庭
児
童
相
談
事
業

２
８
５
万
６
千
円

18
歳
未
満
の
児
童
に
関
す
る
家
庭
内
の

問
題
や
不
登
校
、
虐
待
な
ど
の
相
談
指

導
業
務
を
行
う

民
生
費

6広報もりや2006.4.10

１
５
６
億
２
１
０
０
万
円
は
何
に
使
わ
れ
る
の
？

一般会計
主な事業



●
民
間
保
育
所
委
託
経
費

２
億
２
４
９
３
万
円

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
４
月
に
民
設

民
営
に
よ
る
保
育
園
を
開
園

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
７
９
万
円

夢
っ
子
ひ
ろ
ば
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
で

子
育
て
を
共
有
で
き
る
居
場
所
を
提
供

●
（
仮
）
南
守
谷
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業

１
１
９
４
万
１
千
円

地
質
調
査
及
び
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る

設
計
業
者
選
定
を
行
い
、
基
本
・
実
施

設
計
を
実
施

●
介
護
予
防
・
生
き
が
い
生
活
支
援
事
業

９
３
５
万
１
千
円

食
の
自
立
支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）、

高
齢
者
食
生
活
改
善
教
室
、
出
前
サ
ロ
ン

を
実
施

●
高
齢
者
生
活
機
能
向
上
事
業８

８
４
万
円

高
齢
者
生
活
機
能
向
上
相
談
員
が
、
要

介
護
状
態
へ
の
進
行
を
予
防
さ
せ
る
た

め
の
指
導
を
実
施

●
障
害
者
居
宅
支
援
費４

７
３
８
万
６
千
円

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者
短
期
入
所
等
利

用
者
へ
の
支
援

●
障
害
者
福
祉
施
設
支
援
費

１
億
１
３
１
６
万
８
千
円

施
設
入
所
が
必
要
な
障
害
者
の
入
所
及

び
指
導
・
機
能
訓
練
な
ど
を
行
う

●
障
害
者
通
所
事
業

１
０
８
９
万
円

利
用
者
の
能
力
・
特
性
に
応
じ
た
、
作

業
・
日
常
生
活
・
機
能
回
復
訓
練
を
実
施

●
生
活
保
護
扶
助
事
業１

億
７
７
１
８
万
円

要
保
護
者
に
対
す
る
生
活
・
医
療
費
等

の
扶
助
料

●
医
療
福
祉
費

２
億
５
７
７
５
万
８
千
円

疾
病
・
負
傷
に
要
す
る
診
療
・
調
剤
費
、

柔
道
整
復
師
の
施
術
及
び
治
療
用
補
装

具
に
対
す
る
医
療
費
の
扶
助

●
国
民
健
康
保
健
高
額
療
養
費
貸
付
金

１
０
０
０
万
円

高
額
療
養
費
支
給
予
定
額
の
９
割
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
る

●
国
民
健
康
保
険
出
産
費
貸
付
金

２
４
０
万
円

出
産
予
定
日
に
合
わ
せ
て
、
費
用
の
一
部

（
８
割
限
度
）
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る

●
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金２

９
８
４
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
事
業
推
進
に
補
助

●
各
種
検
診
事
業
費

７
５
７
５
万
２
千
円

基
本
健
診
時
に
、
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
生
活
機
能
評
価
を
実
施

●
妊
婦
・
乳
幼
児
等
事
業

１
８
４
７
万
７
千
円

乳
幼
児
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
健
康
診

査
・
相
談
・
訪
問
指
導
な
ど
を
行
う

●
環
境
推
進
事
業

３
８
５
万
８
千
円

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
者
、
雨
水

貯
留
槽
設
置
者
に
対
す
る
補
助
金

●
廃
棄
物
減
量
等
推
進
事
業

８
４
４
万
２
千
円

資
源
ご
み
回
収
報
奨
金
、
生
ご
み
処
理

機
等
購
入
費
補
助
金
の
交
付

●
常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
負

担
金

３
億
８
４
８
４
万
円

一
般
廃
棄
物
の
処
理
・
資
源
化
を
実
施

す
る
、
広
域
事
業
へ
の
負
担
金

●
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業

２
４
３
２
万
７
千
円

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
安

定
し
た
生
産
調
整
。
化
学
肥
料
・
農
薬

の
使
用
量
を
減
ら
し
た
特
別
栽
培
米
の

生
産
を
推
進

●
制
度
資
金
利
子
補
給
事
業

４
３
１
万
２
千
円

農
林
水
産
業
費

衛
生
費

農
業
施
設
・
機
械
の
導
入
時
に
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
の
利
子

補
給

●
県
営
堪
水
防
除
事
業

７
５
３
万
４
千
円

菅
生
沼
地
区
の
旧
機
場
撤
去
及
び
排
水

路
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
の
負
担
金

●
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

４
０
９
万
５
千
円

揚
水
機
場
及
び
用
排
水
路
の
改
修
や
、

道
路
な
ど
を
整
備

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
事
業

３
５
６
万
６
千
円

消
費
生
活
相
談
員
が
、
週
５
日
間
（
月
〜

金
曜
日
）、
消
費
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

●
商
工
振
興
総
務
費

７
６
８
万
６
千
円

商
工
会
に
事
業
・
運
営
費
を
補
助

●
中
小
企
業
事
業
資
金
経
費

３
７
６
３
万
８
千
円

市
内
中
小
企
業
者
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
斡
旋

あ
っ
せ
ん

と
保
証
を
実
施

商
工
費
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●
公
園
維
持
管
理
経
費

２
億
８
１
２
７
万
６
千
円

公
園
内
の
植
栽
管
理
（
草
刈
り
、
消
毒
、

刈
込
み
）、
遊
歩
道
の
維
持
管
理
、
公

園
内
清
掃
、
施
設
の
修
繕
な
ど

●
都
市
計
画
総
務
費

●
（
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
）

９
６
０
万
円

家
屋
所
有
者
が
耐
震
診
断
を
受
け
る
場

合
の
助
成
制
度

●
景
観
条
例
策
定
経
費

47
万
６
千
円

景
観
条
例
準
備
委
員
と
と
も
に
、
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
条
例
素
案
を
策
定

●
道
路
補
修
経
費

●
（
新
守
谷
駅
前
歩
道
橋
等
補
修
工
事
設
計
）

２
５
８
７
万
３
千
円

御
所
台
及
び
新
守
谷
駅
前
歩
道
橋
の
設

計
委
託

土
木
費

●
道
路
新
設
改
良
事
業

１
億
９
０
６
０
万
８
千
円

生
活
道
路
を
拡
幅
整
備
し
、
緊
急
車
輌

の
円
滑
な
通
過
の
確
保
と
、
交
通
の
利

便
性
・
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る

●
坂
町
清
水
線
整
備
事
業

２
億
３
４
５
８
万
７
千
円

用
地
買
収
・
補
償
費
、
不
動
産
鑑
定
な
ど

●
郷
州
沼
崎
線
整
備
事
業

４
億
６
６
６
４
万
３
千
円

用
地
買
収
、
補
償
等
調
査
、
オ
オ
タ
カ

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務
委
託
な
ど

●
自
由
通
路
等
維
持
管
理
経
費

２
７
７
９
万
９
千
円

自
由
通
路
や
ト
イ
レ
の
清
掃
委
託
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
保
守
点
検
委
託

●
常
備
消
防
費

８
億
１
７
０
５
万
円

常
総
広
域
消
防
の
管
理
・
運
営
に
対
す

る
負
担
金

●
消
防
施
設
整
備
事
業

８
３
２
万
１
千
円

老
朽
化
し
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

の
更
新
、
防
火
水
槽
解
体
工
事
、
消
防

用
具
格
納
箱
設
置
工
事
の
実
施

●
小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
経
費

●
（
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
）

１
億
３
０
６
７
万
１
千
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
料
、
パ
ソ
コ
ン

教
育
費

消
防
費

購
入
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
学
校
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

●
小
学
校
施
設
整
備
事
業

２
５
３
７
万
３
千
円

守
谷
小
学
校
の
耐
力
度
調
査
及
び
校
舎

整
備
工
事
基
本
設
計

●
松
ケ
丘
小
学
校
校
舎
増
築
事
業

１
億
８
０
１
万
３
千
円

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
、
建
築
面
積
３
７
１
㎡
、

普
通
教
室
３
室
を
増
築

●
大
野
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
事
業

６
３
４
万
１
千
円

耐
震
補
強
・
改
修
工
事
の
設
計

●
中
学
校
教
育
振
興
総
務
費

１
８
０
６
万
５
千
円

老
朽
化
に
伴
い
傷
み
の
激
し
い
教
材
備

品
の
交
換
な
ど

●
中
学
校
施
設
整
備
事
業８

５
６
万
８
千
円

け
や
き
台
中
学
校
の
駐
輪
場
整
備
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
跡
地
舗
装
工
事
な
ど

●
社
会
人
Ｔ
Ｔ
配
置
事
業

１
０
５
０
万
円

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
学

習
指
導
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
を
配
置

●
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
維
持
管
理
経
費

２
７
９
４
万
７
千
円

施
設
警
備
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
調
理

機
器
修
繕
、
調
理
場
屋
根
改
修
工
事

●
北
守
谷
公
民
館
施
設
維
持
管
理
経
費

●
（
防
水
工
事
）

２
８
１
０
万
９
千
円

防
水
工
事
の
監
理
及
び
工
事
請
負

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
５
１
万
３
千
円
　

常
総
運
動
公
園
で
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
流
大
会
、
自
由
参
加
種
目
な
ど

を
実
施

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
事
業

１
５
２
万
８
千
円

中
学
生
富
士
登
山
、
ア
ウ
ト
ド
ア
教
室
、

初
心
者
水
泳
教
室
、
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
を
開
催

●
図
書
館
活
動
費

２
４
１
２
万
１
千
円

開
館
日
を
年
間
11
日
増
や
し
、
夏
休
み

期
間
中
、
平
日
午
後
７
時
ま
で
開
館
時

間
延
長
を
試
行

●
市
債
元
金
等
償
還
金

12
億
３
２
２
４
万
４
千
円

借
入
金
に
対
す
る
元
金
の
返
済

●
市
債
利
子
等
償
還
金４

億
３
５
４
９
万
円

借
入
金
に
対
す
る
利
子
の
返
済

公
債
費
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●
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業

３
３
５
万
３
千
円

口
座
振
替
推
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

や
、
収
納
推
進
室
と
共
同
で
徴
収
嘱
託

員
２
名（
国
保
会
計
で
１
名
）を
雇
用

●
疾
病
予
防
費

１
０
３
７
万
円

医
療
費
通
知
の
発
送
や
人
間
ド
ッ
ク
検

診
助
成

●
医
療
給
付
費

25
億
７
４
０
０
万
円

医
療
機
関
に
対
し
て
、
疾
病
・
負
傷
に

要
し
た
医
療
費
を
支
払
う

●
医
療
費
支
給
費

４
８
０
０
万
円

医
療
費
を
10
割
で
支
払
っ
た
場
合
な
ど
、

本
人
に
自
己
負
担
分
を
除
く
額
を
支
給

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

５
億
７
７
０
２
万
１
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

18
億
６
０
５
万
９
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

26
億
８
２
５
１
万
１
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

35
億
４
８
７
６
万
２
千
円

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
給
付
費
を
支
給

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

７
億
１
４
５
４
万
１
千
円

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
、
日
常

生
活
費
を
除
く
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
を
支
給

●
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
億
３
３
４
０
万
７
千
円

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
な
ど
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
場
合
、
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
支
給

●
通
所
型
介
護
予
防
事
業８

１
０
万
９
千
円

虚
弱
高
齢
者
に
対
し
、
通
所
に
よ
る
機

能
訓
練
、
介
護
予
防
通
所
事
業
、
介
護

予
防
教
室
事
業
を
実
施

●
訪
問
型
介
護
予
防
事
業２

５
２
万
８
千
円

虚
弱
高
齢
者
で
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

が
困
難
な
方
に
、
食
の
自
立
支
援
な
ど

訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

３
５
０
万
５
千
円

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
配
布
な
ど

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

４
８
６
万
８
千
円

介
護
予
防
事
業
利
用
に
関
す
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
適
切
な
介
護
予

防
事
業
を
提
供

●
居
宅
介
護
予
防
支
援
サ
ー
ビ
ス
費

９
３
５
万
円

要
支
援
認
定
者
の
新
予
防
給
付
に
関
す

る
居
宅
介
護
予
防
支
援

●
土
地
区
画
整
理
事
業
工
事
費

９
億
１
３
２
４
万
８
千
円

上
町
及
び
新
町
の
一
部
の
道
路
・
上
下

水
道
・
造
成
・
公
園
工
事

●
土
地
区
画
整
理
事
業
補
償
費

16
億
２
０
０
７
万
６
千
円

新
町
の
支
障
家
屋
物
件
な
ど
の
家
屋
移

転
補
償
・
補
償
調
査
を
実
施

守
谷
駅
周
辺
一
体
型

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

41
億
１
３
４
７
万
８
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

９
５
９
万
７
千
円

●
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
債
元
金
償
還
金

８
４
５
８
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
用
地
取
得
に
要
し

た
借
入
金
に
係
る
償
還
経
費

●
農
業
集
落
排
水
施
設
維
持
管
理
経
費

１
５
７
５
万
４
千
円

処
理
場
の
運
転
管
理
・
水
質
測
定
及
び

中
継
ポ
ン
プ
運
転
管
理
な
ど

●
上
水
道
建
設
費７

億
７
６
６
１
万
５
千
円

電
気
・
中
央
監
視
設
備
及
び
配
水
管
理

局
更
新
工
事
、
配
水
管
布
設
・
布
設
替

工
事
を
実
施

●
下
水
道
建
設
費

６
億
９
５
６
万
５
千
円

都
市
計
画
道
路
関
連
と
枝
線
の
汚
水
管

整
備
の
充
実
、
南
守
谷
４
号
雨
水
幹
線

流
域
の
雨
水
管
渠

か
ん
き
ょ

整
備
工
事
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
第
２
次
改
築
更
新
工
事
（
沈
砂

池
の
電
気
・
機
械
改
良
更
新
工
事
）
を

実
施

公
共
下
水
道
事
業
会
計

21
億
９
６
２
２
万
３
千
円

水
道
事
業
会
計20

億
６
０
４
５
万
１
千
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

４
５
９
８
万
４
千
円

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

８
６
１
６
万
２
千
円
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特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
の

使
い
み
ち

特別会計・
公営企業会計
主な事業



正・副議長決定！
3月1日の守谷市議会臨時会において、議長に又

耒成人氏、副議長に倉持洋氏が選出されました。

監査委員に田向氏、唐木田氏が選任！

今
日
の
少
子
高
齢
化
、
地
方

分
権
な
ど
の
社
会
情
勢
を
考
え

ま
す
と
、
地
方
行
政
は
益
々
大

き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
期
に
、
助
役
と
し
て
そ
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

ま
た
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
県
職
員
と
し

て
24
年
余
り
に
わ
た
り
行
政
に

携
わ
っ
て
き
た
行
政
経
験
を
生

か
し
、
会
田
市
長
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す
「
対
話
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
き
、

市
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
市
民

飯
島
春
美
（
議
会
事
務
局
主
任
）

▼
介
護
福
祉
課
係
長
　
飯
田
将

史
（
同
課
主
任
）
▼
企
画
課
係

長
　
下
村
順
一
（
同
課
主
任
）

●
異
動

▼
生
活
環
境
課
長
補

佐
　
荒
井
富
夫
（
国
保
年
金
課

長
補
佐
）
▼
総
合
窓
口
課
長

高
梨
喜
代
子
（
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
経
済
課
長
補
佐
　
稲

葉
淳
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

▼
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

中
谷
文
男
（
生
涯
学
習
課
長
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
　
霜
多

俊
治
（
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
建
設
課
長
補
佐
　
長

塚
仁（
経
済
課
長
補
佐
）
▼
学
校

教
育
課
長
補
佐
　
高
橋
由
紀
子

（
総
合
窓
口
課
主
査
）
▼
生
涯

学
習
課
長
　
染
谷
晃
次
（
く
ら

し
の
支
援
課
副
参
事
）
▼
生
涯

学
習
課
副
参
事
兼
中
央
公
民
館

長
　
矢
田
貝
成
人
（
同
課
副
参

事
兼
高
野
公
民
館
長
）
▼
生
涯

学
習
課
主
査
　
浅
野
弘
一
（
生

活
環
境
課
長
補
佐
）
▼
生
涯
学

習
課
主
査
兼
高
野
公
民
館
長

大
和
田
茂
雄
（
同
課
主
査
）
▼

中
央
図
書
館
副
館
長
　
間
島
洋

（
都
市
計
画
課
主
査
）
▼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
　
瀬
尾
勝
重

（
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
中
央

公
民
館
長
）

●
県
派
遣

▼
保
健
福
祉
部
高

齢
福
祉
課
　
横
山
秀
樹
（
く
ら

し
の
支
援
課
主
事
）

●
職
名
変
更

▼
財
政
課
施
設

設
計
・
検
査
室
長
　
長
谷
川
健
一

（
同
課
主
査
）
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の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
誠
心
誠
意
そ
の
職
責
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
略
歴
】
●
昭
和
32
年
３
月
30
日

生
（
49
歳
）
●
昭
和
56
年
３
月

中
央
大
学
法
学
部
卒
業
／
同
57

年
４
月
茨
城
県
職
員
採
用
総
務

部
地
方
課
勤
務
／
平
成
16
年
４

月
土
木
部
都
市
局
都
市
整
備
課

長
補
佐
（
総
括
）
／
同
18
年
３

月
総
務
部
市
町
村
課
副
参
事

構造改革・市職員

の異動のお知らせ

（課長補佐以上）

※敬称略。（ ）内は前課職名

助
役
に
西
野

に

し

の

賢
一

け
ん
い
ち

氏
就
任
！

こ
の
度
、
３
月
の
定
例
議
会
で
西
野
賢
一
氏
に
対
す
る
助
役
選
任
の

同
意
が
得
ら
れ
、
４
月
１
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

又耒成人
またらいしげと

氏
（無所属、3期目）

議　長 副議長

倉持洋
くらもちひろし

氏
（無所属、6期目）

田向節三
たむかいせつぞう

氏
（元常陽銀行支店長）

唐木田幸司
か ら き だ こ う じ

氏
（無所属、1期目）

●
新
設

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
介
護
福
祉
課
内
）、
施
設

設
計
・
検
査
室
（
財
政
課
内
）

●
廃
止

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
※
業
務
は
、
都
市
計
画

課
に
移
動

●
退
任
・
退
職

▼
助
役
　
高

橋
一
成
▼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
　
岩
田
孝
夫
▼
総
合
窓
口
課

長
　
吉
岡
京
子
▼
中
央
図
書
館

副
参
事
　
高
橋
勝
▼
総
合
窓
口

課
主
査
　
石
塚
シ
ヅ
イ
▼
建
設

課
長
補
佐
　
中
村
光
洋
▼
中
央

図
書
館
主
幹
　
軽
辺
静
子
▼
生

涯
学
習
課
主
任
　
宮
崎
紀
子
▼

建
設
課
主
任
作
業
員
　
倉
持
正

明
▼
児
童
福
祉
課
（
土
塔
中
央

保
育
所
）
調
理
員
　
吉
田
キ
ヨ

イ
▼
児
童
福
祉
課
（
北
園
保
育

所
）
調
理
員
　
田
上
み
よ
子
▼

児
童
福
祉
課（
北
園
保
育
所
）用

務
員
　
渡
辺
寧
子
▼
学
校
教
育

課（
け
や
き
台
中
学
校
）用
務
員

橋
本
マ
ツ
子
▼
指
導
室
指
導
主

事
　
鶴
巻
敬
孝

●
新
任

▼
助
役
　
西
野
賢
一

（
茨
城
県
総
務
部
市
町
村
課
副

参
事
）
▼
指
導
室
指
導
主
事

石
井
良
秋
（
高
野
小
学
校
）
▼

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
主
事

鈴
木
英
樹（
坂
東
市
立
南
中
学
校
）

●
昇
任

▼
介
護
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　
斉
藤

美
恵
子（
同
課
主
幹
）
▼
国
保
年

金
課
長
補
佐
　
長
田
誠
（
介
護

福
祉
課
主
幹
）
▼
児
童
福
祉
課

（
北
園
保
育
所
）
主
任
保
育
士

石
塚
浩
子
（
同
課
主
幹
）
▼
税

務
課
係
長
　
椎
名
恵
美
子（
会
計

課
主
任
）
▼
国
保
年
金
課
係
長

助　役
西野賢一氏



▼
募
集
住
宅
・
規
格

２
０
２

号
棟
１
０
２
号
室
３
Ｄ
Ｋ
（
和

室
６
畳
×
２
間
＋
洋
室
４
畳

半
＋
Ｄ
Ｋ
）
／
２
０
６
号
棟
２

０
２
号
室
３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
６

畳
×
３
間
＋
Ｄ
Ｋ
）
※
募
集
期

間
中
に
空
き
室
が
発
生
し
た
場

合
は
、
募
集
住
宅
に
含
め
る
▼

所
在
地

薬
師
台
４
―
２
―
３

▼
家
賃（
月
額
）

収
入
及
び
扶

養
親
族
数
な
ど
に
よ
り
決
定
▼

応
募
資
格

次
の
①
〜
④
を
満

た
す
方
①
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

住
宅
困
窮
者
で
あ
る
②
同
居
又

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

市
営
薬
師
台
住
宅

入
居
希
望
者

募
　
集

い
る
③
県
税
・
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
④
市
条
例
で
定

め
る
収
入
基
準
（
月
額
所
得
が

一
般
世
帯
は
20
万
円
以
下
、
裁
量

世
帯
は
26
万
８
０
０
０
円
以
下
）

に
該
当
す
る
▼
決
定
方
法

入

居
者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
、

申
込
者
の
生
活
及
び
住
宅
困
窮

度
を
採
点
し
、
入
居
候
補
者
数

名
を
選
考
。
入
居
候
補
者
に
よ

る
公
開
抽
選
会
を
行
い
決
定
▼

申
込
期
間

４
月
14
日（
金
）〜

27
日（
木
）午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

▼
申
込
方
法

本
人
又
は
同
居

す
る
家
族
の
方
が
、
所
得
の
あ

る
方
全
員
の
所
得
が
分
か
る
書

類（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）を
持
参

し
、
説
明
を
受
け
、
申
込
用
紙

に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
窓
口
で
申
し
込
む
※
申

込
後
の
書
類
の
返
却
は
し
な
い

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
建

設
課
管
理
住
宅
Ｇ
　
内
線
２
５

２
・
２
５
３

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
改

正
に
伴
う
介
護
予
防
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
、
次
の
資
格
を

お
持
ち
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

保
健
師

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ほ
か

●

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ほ
か

●

理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

生
活
機
能
相
談
ほ
か

●

作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）

生
活
機
能
相
談
ほ
か

▼
問
合
先
　
職
務
内
容

市
役

所
介
護
福
祉
課
　
内
線
１
７
２
〜

１
７
６
　
登
録

総
務
課
　
内

線
２
２
２
・
２
２
３

現
在
市
で
は
、
高
齢
者
の
交

流
の
場
「
出
前
サ
ロ
ン
」
を
、
市

内
に
８
か
所（
地
区
公
民
館
な
ど
）開

設
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
内

各
地
区
に
開
設
し
、
高
齢
者
が

楽
し
め
る
場
所
を
増
や
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

出
前
サ
ロ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

非
常
勤
職
員

こ
の
出
前
サ
ロ
ン
の
運
営
に

は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
が
必
要
で
す
。
高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
や
、
交
流
に

ご
興
味
の
あ
る
方
、
連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

市
役
所
介
護
福
祉

課
　
内
線
１
７
２
・
１
７
３

▼
受
験
資
格
　
特
別
Ａ

昭
和

51
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

大
学
（
短
大
除
く
）
卒
業
又
は
同

等
と
認
め
ら
れ
る
方
／
特
別
Ｂ

昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
特
別

Ａ
に
該
当
し
な
い
方
／
通
常
Ａ

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
、
大
学（
短
大
除
く
）卒
業

（
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
含
む
）
又
は
同
等
と

認
め
ら
れ
る
方
▼
１
次
試
験

５
月
14
日（
日
）▼
採
用
日
　
特

別
Ａ
・
Ｂ
　
10
月
１
日
／
通
常

Ａ
　
平
成
19
年
４
月
１
日
▼
申

込
方
法

受
験
申
込
書
（
警
察

署
・
交
番
・
駐
在
所
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４
月

19
日（
水
）ま
で
に
直
接
持
参
又

は
郵
送

▼
問
合
先

取
手
警
察
署
警
務

課
　
1
０
２
９
７
―
77
―
０
１

１
０

茨
城
県
警
察
官

11 広報もりや2006.4.10

募　　　集

『書』を学ぶ
・小筆　漢字　仮名　実用書・師範料・ペン習字
初めての人から師範取得まで、一人ひとりのペースに合
わせて丁寧に指導いたします。
入学・見学随時！！
墨瑤會書道教室
場所：みずき野5-6-1-中村ハイツ（守谷眼科皮膚科医院並び）
問い合わせ：0297-45-5940（鈴木）
問い合わせ：0297-78-7864（大関）
問い合わせ：04-7188-7428（阿部）

小学生までは＜聞く・話す・読む・書く＞の4要素を

バランスよく取り入れ、中学からは各自のレベルに合

わせた個別指導で高校で英検2級取得！＜120分指導＞�

 

松前台3丁目（やまばと公園前）145-2375

情　報�
ひろば�

くらし・環境・交通�

届出・証明・税・年金�

子ども�

高齢者�

教室・講座・イベント�

情報・参加・交流�

仕　事�

今月号から有料広告を掲載しています。広告掲載に関するお問い合わせは、市役所秘書課（内線323）まで。



こ
の
助
成
金
は
、
人
間
ド
ッ

ク
検
診
か
脳
ド
ッ
ク
検
診
ど
ち

ら
か
１
回
限
り
の
助
成
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
満
40
歳
以
上
の
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納

又
は
完
納
見
込
み
の
方
▼
検
診

期
間

５
月
〜
平
成
19
年
１
月

▼
申
込
方
法

国
民
健
康
保
険
証

を
持
参
の
上
、
４
月
20
日
（
木
）

か
ら
窓
口
で
申
し
込
む
※
電
話

予
約
不
可

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
国

保
年
金
課
保
険
年
金
Ｇ
　
内
線

１
０
２
〜
１
０
４

●
人
間
ド
ッ
ク
検
診

▼
助
成
額

１
万
５
８
０
０
円

▼
定
員

先
着
３
０
０
名
▼
検

診
場
所

総
合
守
谷
第
一
病
院
、

守
谷
慶
友
病
院
、
取
手
医
師
会

病
院
、
守
谷
記
念
病
院
、
会
田

記
念
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
、
取
手
協
同
病
院

●
脳
ド
ッ
ク
検
診

▼
助
成
額

２
万
６
３
０
０
円

▼
定
員

先
着
１
３
３
名
※
過

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
費
助
成

お
知
ら
せ

去
３
年
間
に
受
診
さ
れ
た
方
を

除
く
▼
検
診
場
所

き
ぬ
医
師

会
病
院
、
総
合
守
谷
第
一
病
院
、

取
手
医
師
会
病
院
、
取
手
協
同

病
院年

に
１
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
健
診
は
す
べ
て

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基

本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
が
き
に
よ
る
案
内（
個
人
通
知
）

は
し
ま
せ
ん
。

ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
康
診
査

（
半
日
ド
ッ
ク
）

▼
対
象
（
平
成
19
年
３
月
31
日

現
在
）
40
〜
50
・
52
・
55
・

57
・
60
・
62
歳
の
方
　
１
３
０

名
／
日
▼
健
診
日

６
月
26
日

（
月
）〜
30
日（
金
）
▼
健
診
受
付

時
間

①
午
前
７
時
〜
７
時
30

分
②
午
前
７
時
30
分
〜
８
時
③

午
前
８
時
〜
８
時
30
分
④
午
前

８
時
30
分
〜
９
時
▼
内
容

肺

が
ん
検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
）
／
基
本
健
康
診
査（
循
環

器
）
／
付
加
検
診
　
Ｂ
・
Ｃ
型

肝
炎
検
査（
40
・
45
・
50
・
55
・

60
歳
の
希
望
者
）
／
胃
が
ん
検

診（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）
／
大
腸
が

ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）
／
子
宮

が
ん
検
診
／
生
活
習
慣
診
断
／

健
康
相
談（
希
望
者
）
▼
個
人
負

担
金（
検
診
当
日
徴
収
）

基
本

健
康
診
査
１
２
０
０
円
／
Ｂ
・

Ｃ
型
肝
炎
検
査
８
０
０
円
／
胃

が
ん
検
診
１
１
０
０
円
／
大
腸

が
ん
検
診
４
０
０
円
／
子
宮
が

ん
検
診
８
０
０
円
▼
申
込
方
法

氏
名
・
生
年
月
日
・
希
望
日
時

を
確
認
の
上
、
４
月
24
日（
月
）〜

５
月
31
日（
水
）に
、
電
話
又
は
窓

口
で
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先

保
健

セ
ン
タ
ー
　
1
48
―
６
０
０
０
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お知らせ

エクスプレス�

ああああななななたたたたのののの活活活活動動動動、、、、応応応応援援援援ししししまままますすすす

新新新新たたたたなななな助助助助成成成成金金金金制制制制度度度度をををを設設設設けけけけままままししししたたたた！！！！

市では、市民、市民活動団体、事業者及び市
が対等な立場で、お互いに良きパートナーとし
て、円滑に活動していける「協働のまちづくり」
を推進しています。
その「協働のまちづくり」を一層推進していく

ため、次のような活動に対する新たな助成金制度
を設けました。皆さん、ぜひご活用ください！
●対象事業
公共性が高く、概

おおむ

ね２時間以上掛かる作業、
又は市長が公益上必要があると認める作業
※環境美化の日など、全市民を対象とする作業
及び市から助成のある活動は除く
●対象団体
市内在住又は在勤の方で構成されている、地
域に根ざした活動を行う団体・グループ
●助成額
作業当日の参加人数に、１人当たり150円を乗
じた金額及び作業に要した燃料代など
●申請方法
①事前に作業内容を担当課へ連絡
②所定の用紙（申込先に用意）を窓口に提出
③申請内容を審査後、助成金交付を決定
s申込・問合先
市役所くらしの支援課活動支援Ｇ
内線132・133



こ
れ
は
、
固
定
資
産
税
の
納

税
者
が
「
自
己
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
」と
、「
市
内
に
あ
る

他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
」

と
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

▼
期
限

５
月
31
日（
水
）※
土
・

日
曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
▼
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
▼
場

所

市
役
所
２
階
税
務
課
▼
縦
覧

帳
簿

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・

平
成
18
年
度

固
定
資
産
税
に
係
る
縦
覧

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
▼
費
用

無
料

▼
問
合
先

市
役
所
税
務
課
資
産

税
Ｇ
　
内
線
２
０
２
〜
２
０
４

※
平
成
18
年
度
は
評
価
替
え
の

年
で
す
。
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
納
税
通
知
書
の
発
送

は
、
５
月
中
旬
に
な
り
ま
す

文
化
会
館
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
常
総
と
連
携
を
図
り
、
地
域
住

民
の
雇
用
促
進
と
就
職
の
安
定
を

図
る
た
め
、
求
人
情
報
の
提
供
、

職
業
相
談

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
定

期
的
に
実
施
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
予
約
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

偶
数
月
の
第
３
水
曜

日
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
※
初
回
　
４
月
19
日（
水
）
▼

会
場

文
化
会
館
相
談
室
▼
主

な
内
容

職
業
相
談
、
求
人
情

報
の
提
供
▼
相
談
員

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
常
総
職
員（
職
業
指
導
官
）

▼
問
合
先

文
化
会
館
　
1
48

―
７
９
１
１

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
種
類

甲
種
、
乙
種
第
１
〜

６
類
、
丙
種
▼
試
験
日

６
月

４
日（
日
）
▼
会
場

つ
く
ば
国

際
短
期
大
学
　
土
浦
市
真
鍋
６

―
７
―
10
▼
郵
送
受
付
期
間

４
月
17
日
（
月
）
〜
25
日
（
火
）

●
準
備
講
習
会

▼
種
類

乙
種
第
４
類
▼
講
習

日

４
月
20
日（
木
）〜
21
日（
金
）

▼
会
場

土
浦
市
国
民
宿
舎

「
水
郷
」
▼
願
書
受
付

４
月
18
日

（
火
）土
浦
市
民
会
館
　
土
浦
市

東
真
鍋
町
２
―
６
※
願
書
は
各

消
防
署
及
び
出
張
所
に
用
意

●
補
足
講
習
会

▼
種
類

乙
種
第
４
類
、
丙
種
▼

科
目

危
険
物
に
関
す
る
法
令
、

基
礎
的
な
物
理
学
・
化
学
、
危
険

物
の
性
質
、
火
災
予
防
・
消
火
方

法
▼
日
時

５
月
26
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
▼
会
場

広

域
消
防
本
部
２
階
会
議
室
▼
定
員

35
名
※
申
込
用
紙
は
各
消
防
署

及
び
出
張
所
に
用
意

▼
問
合
先

常
総
広
域
消
防
本

部
予
防
課
　
1
23
―
０
９
０
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

準
備
講
習
会

開
　
催
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お知らせ・開　催

地域情報サイト

「マイタウン・守谷」開設！

今やインターネットは、地域住民の意思の疎通・交流な
どに活用されています。
そこで市では、市内の自治会・町内会、子ども会などの

団体が、地域情報を共有し、その活動を活発化させるため、
地域情報サイト「マイタウン・守谷」を開設しました。皆
さん、ぜひご活用ください。
なお、このサイトは市民で構成する“e-ふれあいタウン

守谷計画”懇談会から提案され、開設しました。
○ホームページアドレス
http://psv-moriya.fureai.jp/mytown/

s問合先 市役所企画課情報政策Ｇ　内線335・336

○
主
な
内
容

●
自
治
会
・
町
内
会
サ
イ
ト
リ
ン
ク
集

●
自
治
会
・
町
内
会
別
掲
示
板

●
自
治
会
・
町
内
会
サ
イ
ト
開
設
促
進
情
報

●
防
犯
・
防
災
情
報
（
リ
ン
ク
集
）
な
ど



こ
の
講
座
は
、
市
の
職
員
が
講

師
と
し
て
伺
い
、
市
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
快
適
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
行
う
も
の
で
す
。

学
校
・
公
民
館
・
地
域
な
ど
、

ご
要
望
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
又
は
在
学
す

る
概
ね
10
名
以
上
の
団
体
・
グ

ル
ー
プ
※
10
名
以
下
の
場
合
は

要
相
談
。
小
中
学
生
の
場
合
は
、

少
人
数
で
も
可

▼
日
時

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

の
１
時
間
程
度
※
希
望
日
が

平
日
午
後
５
時
以
降
、
又
は

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
の
場

合
は
要
相
談

▼
会
場

市
内
に
限
る
※
会
場
の
確
保
・

準
備
は
、
申
込
者
で
用
意

▼
申
請
方
法

希
望
日
の
20
日
前
ま
で
に
、

代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
グ
ル
ー
プ
名
・
希

望
講
座
名
・
参
加
人
数
・
希

望
日
時
・
会
場
を
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
伝
え
、
申
し
込
む
※

職
員
派
遣
調
整
後
、
申
込
者

へ
決
定
を
連
絡

▼
そ
の
他

講
師
派
遣
に
要
す
る
費
用
は

無
料
／
苦
情
や
要
望
を
聞
く

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い

▼
申
込
先

市
役
所
生
活
環
境

課
　
内
線
１
４
５
6
45
―
６

５
２
７

kankyou@
city.-

m
oriya.ibaraki.jp

雨
樋と

い

か
ら
集
め
た
雨
水
を
ろ

過
・
沈
殿
処
理
し
た
後
、
蛇
口

の
つ
い
た
雨
水
貯
留
槽そ

う

へ
貯
め

て
お
き
、
飲
み
水
以
外
の
生
活

用
水
と
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ

ム
を
設
置
し
た
方
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

▼
補
助
額
（
上
限
額
３
万
円
）

貯
留
槽
本
体
価
格
の
２
分
の
１

▼
対
象
者

市
内
在
住
で
、
対
象
条
件
を

満
た
す
雨
水
貯
留
槽
を
設
置

す
る
方

▼
対
象
条
件

●

ろ
過
装
置
又
は
沈
殿
槽
が
あ
る

●

槽
の
許
容
量
以
上
の
雨
水
が

あ
っ
た
場
合
の
対
策
が
あ
る

●

雨
樋
と
貯
留
槽
が
直
接
接
続

さ
れ
て
い
る

●

フ
ィ
ル
タ
ー
で
落
ち
葉
や
ご

み
が
除
去
で
き
る
（
取
り
外

し
て
清
掃
で
き
る
）

●

土
砂
、
土
埃

ほ
こ
り

、
落
ち
葉
が
入

り
込
ま
な
い
工
夫
が
あ
る

●

貯
留
槽
の
容
積
が
１
０
０
r

以
上
で
あ
る
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●問合先　市役所生活環境課生活環境G 内線145・146

地球環境を
考えよう

地
球
の
温
暖
化
、
増
え
続
け
る
ご
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
が
地
球
規
模
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、
美
し
い
地
球
を
残
し
て
い

く
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
、
省
エ
ネ
や
省
資
源
化
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
取
組

み
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

環
境
出
前
講
座

雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金
交
付
制
度

家庭から地球温暖
化防止を考えよう�

地球温暖化と私たちの生活、ライ
フスタイルの見直し�

中学生�
以　上�

家庭でできる省
エネを考えよう�

環境家計簿の紹介や二酸化炭素
排出量の削減方法�

小学４年生�
以　上�

市のごみ減量と
取組み� 市のごみ問題の現状と取組み�〃�

きれいな水を守
るには�

家庭でできるきれいな水を守る
行動�〃�

※上記以外の環境に関する内容については、相談に応じます�

出前講座一覧�
講座名� 対　象� 内　容�

ください
設備の
制度
ルギー・資源の活
雨水を利用した雨
発電システムを設
設置に掛かる費用
ています。

雨水貯留槽

雨雨水水利利用用ののメメリリッットト



１
地
球
①
○
ダ
○
○

人
間
活
動
の
拡
大
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
加
が
原
因
で
、
地

球
全
体
の
平
均
気
温
が
年
々
上
昇

し
て
い
る
こ
と
。
水
戸
地
方
気
象

台
の
資
料
に
よ
る
と
、
水
戸
市
の

平
均
気
温
は
１
０
０
年
前
に
比
べ

て
約
２
℃
上
昇
し
て
い
る
。

２
②
○
ブ
リ
ッ
ド
車

電
気
モ
ー
タ
ー
と
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
組
み
合
わ
せ
で
、

燃
費
の
よ
さ
と
排
出
ガ
ス
の
少

な
さ
を
実
現
し
た
車
。
市
で
も

２
台
所
有
し
て
い
る
。

３
リ
タ
ー
③
○
○
び
ん

ビ
ー
ル
ビ
ン
や
１
升
ビ
ン
な

ど
の
よ
う
に
、
回
収
し
て
洗
浄

し
、
何
度
も
再
使
用
す
る
ビ
ン
。

ビ
ー
ル
ビ
ン
は
平
均
で
20
回
以

上
、
１
升
ビ
ン
で
６
回
ほ
ど
再

使
用
さ
れ
て
い
る
。

４
ア
○
④
缶
リ
サ
イ
ク
ル

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
同
じ
製
品
を

作
る
場
合
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
資
源
の
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
か
ら

新
た
に
製
造
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

約
３
％
で
済
む
。
ご
み
に
し
な
い

で
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
。

５
⑤
○
ン
○
炭
素

温
室
効
果
ガ
ス
の
主
要
な
も
の

で
、
私
た
ち
の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
過
程
の
中
で
大
量
に
排
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
気
体
の
排
出
を
減

ら
す
こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
た
め
に
は
と
て
も
重
要
。

６
タ
⑥
○
電
力

電
化
製
品
の
時
刻
・
温
度
の
モ

ニ
タ
ー
表
示
な
ど
の
た
め
に
常
時

消
費
さ
れ
る
ス
タ
ン
バ
イ
電
力
の

こ
と
。
家
庭
で
消
費
す
る
電
力
の

う
ち
、
な
ん
と
約
10
％
が
こ
れ
に

よ
る
も
の
。
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
い

て
省
エ
ネ
し
よ
う
。

７
小
池
○
○
⑦

現
在
の
環
境
大
臣
。「
ク
ー

ル
ビ
ズ
」や「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」、

「
も
っ
た
い
な
い
ふ
ろ
し
き
」

な
ど
、
積
極
的
に
地
球
温
暖
化

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

８
酸
○
○
⑧

大
気
の
汚
染
が
原
因
で
で
き
る

酸
性
の
雨
。
こ
の
雨
が
降
る
と
森

が
枯
れ
た
り
、
川
や
湖
の
魚
が
死

ん
だ
り
、
石
造
り
の
建
物
や
銅
像

が
溶
け
だ
す
被
害
が
出
る
。

※
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.-

m
oriya.ibaraki.jp/section/021
0/index.htm

l

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
は
、

太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気

に
変
え
る
発
電
シ
ス
テ
ム
で
す
。

屋
根
の
上
に
パ
ネ
ル
を
設
置

し
て
太
陽
の
光
を
集
め
、
ご
家
庭

の
電
化
製
品
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
活
用
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
ら
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
抑
制

に
も
役
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
掛
か
る
費
用
は
、
ま
だ
ま
だ

割
高
で
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
方
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
額
（
上
限
額
10
万
円
）

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
最
大

出
力
１
kW
当
た
り
２
万
円

▼
対
象
者

市
内
在
住
で
自
宅
に
設
置
を

完
了
し
た
方
、
又
は
市
内
に

建
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
付
き

の
住
宅
を
購
入
し
た
方
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●地球環境を考えよう

○
に
は
、
ひ
と
つ
の
カ
タ
カ
ナ
が
一
文
字
入
り
ま
す
。
①
か
ら
⑧
ま
で
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
あ
る
文
章
が
で
き

あ
が
り
ま
す
。
小
中
学
生
に
限
り
、
ク
イ
ズ
の
答
を
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
15
名
に
粗
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
※
ヒ
ン
ト
は
『
春
だ
よ
〜
！
』

●
応
募
方
法
　
は
が
き
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ク
イ
ズ
の
答
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
し
て
送
る

●
あ
て
先
　
〒
３
０
２
‐
０
１
９
８
　
守
谷
市
大
柏
９
５
０
‐
１
　
市
役
所
生
活
環
境
課
環
境
用
語
ク
イ
ズ
係

ka
n
kyo
u
@
c
ity.m

o
riya
.ib
a
ra
ki.jp

●
締
切
り
　
４
月
28
日
（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

※
当
選
結
果
の
発
表
は
、
粗
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

抽
選
で
小
中
学
生
15
名
に
、

粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
金
交
付
制
度

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

環
境
用
語
ク
イ
ズ

ご利用
省エネ等
助成

市では、自然エネ
用を促進するため、
水貯留槽や太陽光
置した家庭に対し、
の補助金を交付し

住宅用太陽光発電システム



８日　市長杯争奪市民ソフトボール大会
９日　商工まつり
15日　文化会館まつり（19～22・29日）
20日　市内小中学校音楽会
22日　第5回守谷市民スポーツフェスティバル
23日　市民ソフトテニス大会
26日　第20回市内行政施設見学会
28日　障害者福祉センター秋まつり
28日　彩都ぴあ もりや（～29日）
30日　第30回芸術祭（～11/26）
上 旬　秋の自然観察会

ようこそ守谷へふれあいパーティー

12日　健康ふくしまつり
17日　老人スポーツ大会
19日　若い芽のコンサート
23日　芸能祭（第30回芸術祭）
上 旬　図書館まつり

３日　環境美化の日
17日　市民卓球大会
22日　障害者福祉センターお楽しみ会
上 旬　県議会議員一般選挙
未定　秋季火災予防パレード

５日　賀詞交歓会
６日　消防出初式
７日　成人式典 中�○�

中�○�

１月　ＪＡＮＵＡＲＹ

障�○�

常�○�

12月　ＤＥＣＥＭＢＥＲ

図�○�
中�○�

中�○�

常�○�

11月　ＮＯＶＥＭＢＥＲ

中�○�

障�○�

常�○�

常�○�

文�○�

市�○�
ク�○�

10月　ＯＣＴＯＢＥＲ

14日　市民バスケットボール大会（21日）
28日　男女共同参画フォーラム

９日　高野公民館まつり
17日　北守谷公民館まつり（～25日）
18日　郷州公民館子ども発表会
上 旬　第23回守谷ハーフマラソン
中 旬　農業委員会委員一般選挙
未定　第6回小学生かるた取り大会

４日　利根川左岸河川敷クリーン作戦
第22回守谷市美術作家展（～11日）

23日　保育所修了式
上 旬　春季火災予防パレード
下旬　小・中学校卒業式

中�○�

３月　ＭＡＲＣＨ

海�○�

郷�○�
北�○�

高�○�

２月　ＦＥＢＲＵＡＲＹ

北�○�

常�○�
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平成18年度

予予予予定定定定ののののおおおお知知知知ららららせせせせ
行事を開催します。
をお待ちしています！

▲市民スポーツフェスティバル
市民の健康づくりと交流、親睦を深めることを目
的に各種スポーツ大会や、だれもが気軽に参加でき
るスポーツイベントが満載です。スポーツで汗を流
したい方にはお勧めです。

▲守谷ハーフマラソン
全国津々浦々から約3,000人のランナーが集ま

り、その健脚を競います。優勝を賭けて繰り広げ
られる選手たちの熱い戦いに多くの観客が沿道を
埋めています。

･･･文化会館　 ･･･中央図書館
･･･障害者福祉センター　 ･･･常総運動公園
･･･四季の里公園　 ･･･クレトイシグラウンド
･･･市役所　 ･･･海禅寺海�○�市�○�

ク�○�四�○�
常�○�障�○�

図�○�文�○�



▲ＴＸ開業1周年記念イベント（写真はイメージ）
昨年8月に開業したＴＸの開業1周年記念イベ

ント。今年も駅前広場を中心に、さまざまな企画
を用意して、1周年を皆でお祝いしたいと思いま
す。皆さんの参加をお待ちしています。

15日　春の自然観察会
22日　区長会議

７日 春の渡り鳥観察会
16日　狂犬病予防集合注射（～18・21日）
14日　グラウンドゴルフ教室
18日　中学校陸上競技会
20日　郷州公民館まつり（～21日）
25日　第19回市内行政施設見学会

１日　第４回元気わくわくスポーツ大会
２日　小学校陸上競技会
４日　もりや夢の舞と響
４日 環境美化の日
11日　第14回もりやアヤメ祭り 四�○�

中�○�

常�○�

６月　ＪＵＮＥ

郷�○�

常�○�

５月　ＭＡＹ

４月　ＡＰＲＩＬ

12日　第20回ふれあい美術展（～25日）
18日　市民バドミントン大会
22日　中学校総合体育大会（～23日）
25日　市民バレーボール大会

８日　小貝川クリーン作戦
９日　芸能大会
15日　協働のまちづくりシンポジウム
25日　自然体験教室（～26日）
27日　青少年海外派遣（～8/7）

１日　中学生富士登山（～2日）
３日　同和教育講演会
５日　夕べのコンサート（12・19・9/2）
６日　小学生ソフトボール大会
７日　初心者水泳教室（～10日）
10日　夏休み子ども映画まつり（～11日）
下 旬　ＴＸ開業1周年記念イベント

３日　防災訓練
環境美化の日
市民軟式野球大会（10・17・24日）

４日　芸術・芸能鑑賞の集い
９日　中学校体育祭
16日　小学校運動会
17日　敬老会

市民硬式テニス大会
30日　保育所運動会
下 旬　タカの渡り観察会

常�○�

常�○�

中�○�

９月　ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ

中�○�

常�○�

市�○�

中�○�

８月　ＡＵＧＵＳＴ

中�○�
中�○�

７月　ＪＵＬＹ

常�○�

常�○�
中�○�
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平平平平成成成成11118888年年年年度度度度

市市市市のののの主主主主なななな年年年年間間間間行行行行事事事事
今年も市ではさまざまな
皆さんの積極的な参加

▲夕べのコンサート
８月の毎週土曜日の夕方、市役所中庭を会場に、
市内の音楽団体をはじめ、プロの演奏家による合
同コンサートを開催。民謡や合唱、吹奏楽など、
毎週さまざまな音楽を楽しむことができます。

※各行事の詳細は、その都度市ホームページ又
は広報紙でお知らせします
※ ･･･中央公民館　 ･･･北守谷公民館

･･･高野公民館　 ･･･郷州公民館郷�○�高�○�
北�○�中�○�



平成5～6年に旧水海道市で開催された朗読講
座に参加した方々が中心となって、平成7年に設
立されました。現在会員は10名で、会員の皆さ
んは、年間24回発行される広報もりやのほか、
市議会だより、茨城新聞コラム「春秋」、中央図
書館から依頼された本の音訳など、音訳ボランテ
ィアとして活躍しています。
音訳テープは、

各自が自宅などを
使って練習・録音
したテープを持ち
寄り、ダビング機
械を使って、1本
のテープに作成さ
れます。「小さな
雑音でもひろってしまうので、冷暖房器具も使え
ず、寒さや暑さに耐えながら録音しています」ま
た、「写真やグラフ、表などを、どう表現しよう
か考えてしまって、下読の原稿を作るときもある
んです」など、ボランティアの方のさまざまな苦
労と工夫で、テープは作られています。
「今後は、視覚障害者の方ばかりでなく、高齢者の

方なども利用
してくださる
ようになれば」
また「まだまだ
勉強中です。
もっと分かり
やすくお伝え
したい」と今
後の抱負など
を語ってくれ
ました。

音訳ボランティア「かっこう」

社会福祉協議会主催の朗読ボランティア講座を
経て、平成8年に発足。現在会員は13名で、「社
協だより」「じょうそう」の音訳テープの作成や峰
林荘、げんき館での読み聞かせ、図書館まつりで
の朗読発表会などで活躍されています。
音訳は、1号当たりの頁を皆で割り振り、中央

図書館の録音機械を使って交代で吹き込み、音訳
テープを作成します。口で言うと簡単そうな作業
も、吹き込みの際、必ず一人が側につき発音や読
み方の点検を行います。このとき誤ると、その部
分をテープから削除し、再度吹き込む作業が生じ
てしまい、さらに操作を誤ると他の部分も消され
てしまう可能性があるため、機械の操作はかなり
慎重になります。「普段ですと3時間。つまずくと
4～5時間掛かってしまうので、吹き込みの際は
緊張します」と苦労話を聞かせてくれました。ま
た、表やグラフ、記号などの読み方、間の取り方
など、音訳の規則を覚えるのも一苦労です。
また、峰林荘やげんき館での高齢者を対象とした
読み聞かせでは、手遊びや昔の歌なども取り入れ、
毎回工夫しながら楽しんで活動しています。「楽し
かったよ。ありがとう。と喜んでもらえると嬉しい」
と会員の方。高齢者の方の喜びや励ましが、会員の
皆さんの原動力になっているようです。
今後は「テープを利用されている方が少ないと

聞いているので、
一人でも多くの
方々に、聴いて
もらいたい」「生
の声をお伝えし、
楽しく活動した
い」と抱負を語っ
てくれました。

朗読ボランティア「コスモス」
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声の広報紙

ボランティアの皆さんに支えられて11年

●広報もりやの音訳テープは中央図書館にあり
ます！
どなたでもご利用できます。詳しくは、中央

図書館（145-1000）へお問い合わせください。

●ボランティア活動に興味のある方は･･･
今回紹介したボランティアグループの活動に

興味のある方は、市役所秘書課秘書･広報Ｇ
（内線322）までお問い合わせください。

広報もりやに音訳テープがあることを、皆さんご存知ですか？
この音訳テープは、市内のボランティアの協力で作成され、
視覚障害のある方に利用されています。今回は広報紙を陰で支えてくださっている、音訳ボランティア
「かっこう」と朗読ボランティア「コスモス」さんの活動をご紹介します。



国民年金などの年金制度の改正が、順次実施されます。４月からの主な変更点は次のとおりです。

老齢基礎年金を受け取るためには、原則として保
険料の納付済期間が25年以上必要ですが、この制度
の承認を受けた期間は、年金受給資格要件（25年）に
算入されます（年金額には反映されません）。
また、満額を受け取るために、その後10年間で保
険料を納付することができます。ただし、2年以上
経過後は、保険料に一定の加算が掛かります。
仮に、障害や死亡といった不慮の事態が生じた

ときに、その月の前々月以前の1年間に保険料の

■制度のメリット 未納があると、障害基礎年金・遺族基礎年金が受
け取れない場合がありますが、この制度の承認を
受けている期間は、未納扱いになりませんので、
万一のときにも安心です。

s受付期限 5月31日（水）
s受付場所 市役所国保年金課
s持 参 品 年金手帳、学生証（コピー）、認印

（本人が署名する場合不要）

■手続方法 20歳到達者については、新規
加入時に随時受付
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学生納付特例制度
●問合先
土浦社会保険事務所　1029-822-3240 市役所国保年金課　内線103・104
20歳以上の学生の方は、一般的に収入がなかったり少なかったりすることから、学生本人の

所得が一定額以下の場合に、在学期間中の国民年金保険料を後払いできる「学生納付特例制度」
があります。
大学（大学院）、短大、高校、専門学校、専修学校及びその他の教育施設（夜間・定時制課

程・通信課程含む）に在学する20歳以上の方で、本人所得が一定額（＊）以下の方が対象とな
ります。
＊平成18年度の所得基準＝118万円＋扶養親族などの数×38万円＋社会保険料控除など

4月～平成19年3月の国民年金保険料は、月
280円引き上げられ、月額13,860円となります。
【参考】年金は、納付した額の1.7倍以上となり、
基礎年金の1/3（将来は1/2）は国庫負担です。
今後も保険料の改定が予定されていますが、国庫
負担により、若者であっても平均で納付した額の
1.7倍以上の年金が受け取れる計算となります。

平成18年度の年金額は0.3％引下げとなります。
これは平成17年度の年平均の全国消費者物価指数

●年金額0.3％引下げ

●保険料280円引上げ
が、対前年マイナス0.3％であったためです。
満額の老齢基礎年金の場合は、月額200円ほど

引下げとなります。4月分から新しい年金額とな
りましたので、6月の定期支払から年金額が変更
となります。

障害基礎年金と老齢厚生年金などを併せて受給で
きるようになります。障害を持ちながら働いたこと
が評価される仕組みとして、平成18年度から65歳
以上の方は、障害基礎年金と老齢厚生年金、障害基
礎年金と遺族厚生年金の組合せについて、併せて受
給（併給）できるようになります（要申請）。

●他の年金と併給が可能

ねんきんダイヤル
● 被保険者　10570-05-1165
● 受 給 者　10570-07-1165

s日　時 4／27（木）10：00～15：30
s会　場 市役所1階中会議室
s持参品 はがき（集合徴収案内状）、納付書、

年金手帳、認印

国
金
民

年

年金制度が変わります�年金制度が変わります�

国民年金保険料�

納付窓口開設します！�
～ぜひご利用ください～�

国民年金保険料�

納付窓口開設します！�
～ぜひご利用ください～�



視
覚
、
聴
覚
、
音
声
・
言
語
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肢
体

し

た

い

、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
排
泄
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い
せ
つ

、
小
腸
、
免
疫
な

ど
の
機
能
に
永
続
す
る
障
害

の
程
度
に
よ
り
、
１
〜
６
級

に
分
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▼
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要
な
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合
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付
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、
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添
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届
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新
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住
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に
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の
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出

●

再
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付
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又
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損
し

■
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体
障
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帳

た
場
合
、
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真
を
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参
の
上
、

窓
口
で
申
し
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※
手
帳
交
付
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
手
帳
は
知
事
に
返
還

医
療
機
関
へ
の
通
院
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の
初

乗
り
運
賃
を
助
成

▼
対
象
者

●

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

の
方

●

療
育
手
帳
Ａ
・

の
方

●

精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

●

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、
又

は
特
定
疾
患
医
療
券
を
受
け

て
い
る
方

●

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
、
か
つ
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

●

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
措
置
を
受
け
て
い
る
方

は
除
く

▼
利
用
券
交
付
枚
数

年
間
24
枚

A○�

■
タ
ク
シ
ー
助
成
利
用
券

※
慢
性
透
析
療
法
を
実
施
し
て

い
る
方
は
48
枚

▼
利
用
券
有
効
期
限

平
成
19
年
３
月
31
日

▼
対
象
タ
ク
シ
ー
会
社

取
手
市
地
区
ハ
イ
タ
ク
指
導

委
員
会
に
所
属
す
る
タ
ク
シ

ー
会
社

▼
申
込
方
法

利
用
券
交
付
申
請
書
（
申
込

先
に
用
意
）
を
提
出

▼
対
象

●

身
体
障
害
者
自
ら
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合

●

重
度
の
身
体
障
害
者
（
児
）

（
第
１
種
で
対
象
等
級
に
つ

い
て
は
下
表
参
照
）、
又
は

重
度
の
知
的
障
害
者
（
児
）

（
療
育
手
帳
Ａ
・

）
が
乗

車
し
、
そ
の
移
動
の
た
め
介

護
者
が
自
動
車
を
運
転
す
る

場
合

▼
自
動
車
の
範
囲

●

乗
用
自
動
車
（
普
通
自
動
車
、

A○�

■
身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

有
料
道
路
割
引
制
度

小
型
自
動
車
、
軽
自
動
車
で

乗
員
定
員
10
名
以
下
の
車
）

●

貨
物
自
動
車
（
ラ
イ
ト
バ
ン

な
ど
）

●

特
殊
自
動
車
（
身
体
障
害
者

運
送
者
に
限
る
）

●

当
該
身
体
障
害
者
、
又
は
生

計
同
一
者
が
所
有
す
る
自
動

車
（
身
体
障
害
者
１
人
に
つ

き
１
台
に
限
る
）

※
営
業
自
動
車
は
除
く

▼
申
込
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育

手
帳
、
車
検
証
、
運
転
者
の

運
転
免
許
証
を
持
参
し
、
窓

口
で
申
し
込
む

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
者
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
も
併
せ

て
持
参
。
原
則
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

の
名
義
人
は
、
障
害
者
本
人
の

も
の
１
枚
に
限
る
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●申請・問合先　市役所社会福祉課障害福祉G 内線163・164

障害の
ある方へ

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

障　害　区　分�
有料道路割引証交付対象等級表�

障害の程度�
1～3級、4級の�
一部�

1級、2～3級の�
一部�

1～2級の一部�
2～3級�

1～2級�

1～3級�

1～4級�

1～4級�
1～3級�

A、A

1～3級�

視　覚　障　害�

下肢不自由�

上肢不自由�
聴　覚　障　害�

乳幼児期以前の非�
進行性の脳病変に�
よる運動機能障害�

上肢機能�
障　　害�
移動機能�
障　　害�

腎臓機能障害�
心臓機能障害�

呼吸器機能障害�

小腸機能障害�
ぼうこう又は直腸機能障害�

療育手帳�

体幹不自由�

肢 

体 

不 

自 

由�

内 

部 

障 

害�



身
体
に
障
害
の
あ
る
方
及
び

そ
の
家
族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
解
決
す
る
相
談

員
制
度

▼
相
談
員
種
類

●

身
体
障
害
者
相
談
員

●

知
的
障
害
者
相
談
員

重
度
障
害
者（
児
）が
居
住
す
る

住
宅
・
設
備
で
改
善
が
必
要

な
場
合
、
そ
の
経
費
を
助
成

▼
対
象
者

特
別
障
害
者
手
当
の
所
得
制

限
限
度
額
を
超
え
ず
、
①
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
の

下
肢
又
は
体
幹
機
能
障
害
者

（
児
）、
又
は
②
療
育
手
帳
の

総
合
判
定「

」の
知
的
障
害

者
（
児
）

▼
対
象
住
宅

A○�

■
重
度
障
害
者
（
児
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

■
障
害
者
相
談
員
制
度

障
害
者
（
児
）
が
居
住
す
る

住
宅

▼
対
象
工
事

住
宅
内
外
に
お
け
る
移
動
及

び
階
段
・
浴
室
・
便
所
な
ど

の
使
用
を
容
易
に
す
る
設
備

な
ど
の
整
備
・
工
事

▼
助
成
率

対
象
経
費
（
限
度
額
80
万
円
）

の
４
分
の
３

▼
申
込
方
法

工
事
前
に
、窓
口
で
申
し
込
む

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
日
常

生
活
に
必
要
な
用
具
を
給
付

▼
対
象
基
準

障
害
の
種
類
・
程
度
に
応
じ

て
給
付

※
世
帯
の
前
年
度
所
得
額
に
応

じ
て
費
用
の
一
部
負
担
あ
り

▼
給
付
用
具

特
殊
寝
台
、
入
浴
補
助
用
具
、

歩
行
支
援
用
具
な
ど

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の
日

常
生
活
に
必
要
な
補
装
具
の

交
付
・
修
理

▼
対
象
基
準

障
害
の
種
類
・
程
度
に
応
じ

て
交
付
・
修
理

※
世
帯
の
前
年
度
所
得
額
に
応

■
補
装
具
の
交
付
・
修
理

■
日
常
生
活
用
具
の
給
付

じ
て
費
用
の
一
部
負
担
あ
り

▼
交
付
用
具

車
い
す
、
盲
人
用
安
全
つ
え
、

補
聴
器
な
ど

重
度
身
体
障
害
者
が
自
動
車
免

許
を
取
得
す
る
た
め
に
、
茨
城

県
指
定
自
動
車
教
習
所
に
お
い

て
要
し
た
費
用
を
補
助

▼
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

の
方
で
、
社
会
参
加
の
た
め

免
許
を
取
得
す
る
方
（
運
転

適
正
試
験
に
合
格
し
た
方
）

▼
補
助
率

教
習
費
用
（
限
度
額
15
万
円
）

の
３
分
の
２

■
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
の
補
助

重
度
の
身
体
障
害
者
が
、
就

労
な
ど
の
た
め
に
使
用
す
る

自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ

ー
キ
・
ア
ク
セ
ル
な
ど
を
改

造
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
、

そ
の
費
用
を
助
成

▼
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級

の
上
・
下
肢
又
は
体
幹
機
能

障
害
者
で
、
特
別
障
害
者
手

当
の
所
得
制
限
限
度
の
世
帯

に
属
し
、
社
会
参
加
の
た
め

に
自
動
車
を
改
造
す
る
方

（
過
去
５
年
以
内
に
該
当
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方
）

▼
助
成
額

限
度
額
10
万
円

身
体
障
害
者
な
ど
の
方
が
所

有
す
る
自
動
車
を
本
人
の
た

め
に
使
用
す
る
場
合
は
、
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の

減
免
が
で
き
る

▼
自
動
車
の
範
囲

身
体
障
害
者（
18
歳
未
満
は

家
族
名
義
）・
知
的
障
害
者
・

精
神
障
害
者
本
人
又
は
生
計

同
一
者
が
所
有
し
、
主
に
そ

の
方
の
通
院
・
通
学
・
通
勤

に
使
用
す
る
自
動
車（
障
害

■
自
動
車
税
減
免
制
度

■
自
動
車
改
造
費
用
の
助
成

者
１
人
に
つ
き
１
台
）

▼
必
要
書
類

自
動
車
税
通
知
書
／
車
検

証
／
自
動
車
運
転
免
許
証
／

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
手
帳
／
住

民
票
謄
本
／
通
院
・
通
学
・

通
勤
証
明
書
／
印
鑑

▼
申
請
方
法

５
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
稲

敷
県
税
事
務
所
（
1
０
２
９

―
８
９
２
―
６
１
１
１
）
へ

申
請
（
障
害
者
本
人
が
自
分

名
義
の
車
の
減
免
申
請
を
す

る
場
合
以
外
は
、
市
役
所
社

会
福
祉
課
で
「
生
計
同
一
証

明
」
を
受
け
る
）
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●障害のある方へ　各種サービスをご利用ください



22広報もりや2006.4.10

介護保険料は、介護が必要な方の介護サービス
費用を賄うための財源として使われます。介護サ
ービス費用として支払われる「介護保険給付費」
全体の19％が、65歳以上の方の保険料となって
います。

介護保険事業計画で盛り込まれたサービスの内
容や量により、どのくらいの経費（介護保険に掛か
る総費用）が必要になるかを算出し、これを基に65
歳以上の第１号被保険者の方々で負担していただ
く保険料の額が決められることになります。

今回の介護保険料は、平成18年度から平成20
年度の3年間に使われる介護サービスの量を推計
し算出したものです。その結果、保険料が増えま
した。これは要介護認定を受けて、介護サービス
を利用する方が年々増加し、併せて介護サービス
に掛かる費用も増えているためです。市民の皆さん
のご理解・ご協力をお願いします。

―高齢化などにより、介護が必要な方が増加！―
65歳以上の方のうち、

介護が必要と認定される割合

気になる介護保険料は･･･

介護保険料の決まり方は・・・

介護保険の財源は・・・

おしえて介護保険

平成18年4月から介護保険料が変わります！
●問合先　市役所介護福祉課介護保険Ｇ　内線172・173

第1号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料が変わります
介護保険法の改正により、これまで5段階に区分されていた介護保険料が、平成18年度から6段階に

区分されます。また、守谷市介護保険事業計画の見直しに伴い、平成18年度から平成20年度の介護保
険料額が決まりましたので、お知らせします。

平成15年度
11.5％

(694人/6,045人)

平成20年度
13.6％

(1,053人/7,718人)

平成15～17年度
37億円

平成18～20年度
55億円

国�
25%

県�
12.5%

市�
12.5%

40～64歳の方の保険料�
31%�
�

65歳以上の方の保険料�
19%

介護保険給付費負担の内訳�

公費� 保険料�

介護保険に�
掛かる総費用�×�

第１号被保険者�
の負担割合（19％）�

第１号被保険者数�
（平成18～20年度）�
�

市町村の介護保険料�
基準額�
�

÷
　�

＝�

守谷市の介護保険料�
基準額54,200円/年�

―介護保険サービスの利用者が増えた！―
本市の介護保険に掛かる総費用
平成18年度からの3年間は54％増
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○本来の保険料が第4段階（54,200円）の方

税制改正に伴い所得段階が上昇する方　　

あなたの介護保険料額は・・・

保険料段階の見直し

所得の低い方の負担能力に配慮するため、6段階の保険料となりました。

○本来の保険料が第5段階（67,700円）の方

平成16・17年度の税制改正により、従来、市民税が非課税であった方が課税となった場合、平成18
年度からの保険料が大幅に増額となる場合があります。
市では、こうした方々の保険料の上昇が段階的になるよう、緩和措置を講じています。

は　い�

いいえ�

生活保護を受給�
している�

市町村民税が課�
税されている�

老齢福祉年金を�
受給している�

合計所得金額＋�
課税年金収入額�
の合計が80万円�
以下である�

市町村民税が課�
税されている世�
帯員がいる�

前年の合計所得�
が200万円以上�
である�

第1段階　　27,100円�
基準額×0.5

第2段階　　27,100円�
基準額×0.5

第3段階　　40,600円�
基準額×0.75

第4段階　　54,200円�
基準額�

第5段階　　67,700円�
基準額×1.25

第6段階　　81,300円�
基準額×1.5

見直し前�
所得段階� 対　象　者� 所得段階� 対　象　者�

見直し後�

第 １ 段 階 �
17,800円�
�
�
�
第 2 段 階 �
26,700円�
�
�

第 3 段 階 �
35,700円�
�
第 4 段 階 �
44,600円�
�
第 5 段 階 �
53,500円�

第 １ 段 階 �
27,100円�
�
第 2 段 階 �
27,100円�
�
第 3 段 階 �
40,600円�
�
第 4 段 階 �
54,200円�
�
第 5 段 階 �
67,700円�
�
第 6 段 階 �
81,300円�

生活保護を受給している方�
本人及び世帯の全員が市町村民税非課税
で老齢福祉年金を受給している方�
�
�
�
本人及び世帯の全員が市町村民税非課税
の方�
�
��
本人は市町村民税が非課税であるが、世
帯員に市町村民税課税者がいる方�

�
本人に市町村民税が課税されており、前
年の総所得が200万円未満の方�

�
本人に市町村民税が課税されており、前
年の総所得が200万円以上の方�

�
見直し前と同様�
�
本人及び世帯の全員が市町村民税非課税
の方で、本人の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下の方�
�
本人及び世帯の全員が市町村民税非課税
の方で、第2段階以外の方�
�
�
見直し前と同様�
�
�
見直し前と同様�
�
�
見直し前と同様�

税制改正がなかった

と仮定した場合の�

保 険 料 段 階 �

第 1 段 階 �

第 2 段 階 �

第 3 段 階 �

緩和措置後の保険料�

平成18年度　　平成19年度�

3 5 , 8 0 0 円 �

3 5 , 8 0 0 円 �

4 5 , 0 0 0 円 �

4 5 , 0 0 0 円 �

4 5 , 0 0 0 円 �

4 9 , 3 0 0 円 �

税制改正がなかった

と仮定した場合の�

保 険 料 段 階 �

第 1 段 階 �
第 2 段 階 �
第 3 段 階 �
第 4 段 階 �

緩和措置後の保険料�

平成18年度　　平成19年度�

4 0 , 6 0 0 円
4 0 , 6 0 0 円
4 9 , 3 0 0 円 �
5 8 , 5 0 0 円 �

5 4 , 2 0 0 円
5 4 , 2 0 0 円
5 8 , 5 0 0 円
6 2 , 8 0 0 円 �
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●問合先　子育て支援センター事務局　145-2462

子育て支援センター事業紹介
地域みんなで支え合い楽しく子育て！

子育て支援センターでは、各機関が連携を取りながら、子育て中のお母さんやその家族を応

援する支援事業を行っています。さまざまな人との出会いや関わりの中で、一緒に子育てを楽

しみませんか？

詳細は各広場、市役所、公民館などに設置された「赤い屋根のおたよりボックス」にあるお

たより、又は市ホームページをご覧ください。

子育て

支援情報

お母さんの
勉強室

5･9･10･1月の

第３水曜日

9:30̃11:00

お子さんを託し、ヨガやリ

ース作りなどをしながら自

分の時間を過ごす

事業名 活動日時 内　　　　　容

親子活動
火曜日

9:30～10:30

年齢ごとに親子で体を動か

し楽しむ

レスト･らん
月～金曜日

正午～

離乳食・完了食・大人のランチの提供。

食生活の向上とママのリフレッシュ！

園庭・
室内開放

月～金曜日

9:00～16:00
園庭・室内の一部を開放

ねっこフリー　
マーケット

11／15
出店者を募り、雑貨や育児用品

などのリサイクルマーケット

でんわ
育児相談

月～金曜日

10:00～16:00

子育て中の不安や悩みの電

話相談

ねっこ講演会 6／21 常総学院野球部前監督木内氏による講演

ねっこ運動会 H19.2／3 市内0～2歳児対象の親子運動会

メール相談 随時 育児相談　yamayuri@luck.ocn.ne.jp

でんわ
育児相談

月～金曜日

10:00～16:00

困ったことや育児の悩みなどの相談

（北園・中央･野木崎保育所、夢っ子にて）

事業名 活動日時 内　　　　　容

リトミック
第１水曜日

10:00～／11:00～

専門講師と一緒に親子で体
を動かすリズム遊び（１歳
児クラスと2歳以上クラス）

赤ちゃん体操
（4～5か月児）

6･9･11月第1～3

土曜日（3連続）

専門講師と一緒に、赤ちゃ
んのインファントオイルマ
ッサージ

パパ＆ママの講座
（はじめの一歩）

子育てカレン

ダー参照

赤ちゃん体操ホローアップ
講座、交流分析講座、救命
救急、食育講座など

子育て
サークル支援

子育てカレン

ダー参照

広場（大柏）の場所貸出し、
おもちゃ貸出し、子育てサ
ークル出前など

ぽかぽか
子育て教室

第３月曜日

10:00～11:30

言葉や発達に心配のある方、

夢っ子ひろばで遊ばせなが

ら専門のスタッフが相談に

応じる（事前に問い合わせる）

夢っ子
クッキング

5/18、7/12、

10/19

四季折々の食材を使った、
子ども向けの食事やおやつ
の調理

子育て広場
（出前）

子育てカレン

ダー参照

各公民館におもちゃを用意

し、出前広場を開催

夢っ子ひろば
月･火・水・金曜日

9:30～15:30

北園保育所集会室を開放

＊金曜日は0～1歳6か月

子育て広場
まなびの里

火･水･木･金曜日

10:00～15:00

もりや学びの里の子ども室
を開放
＊水曜日は0～1歳６か月

子育て広場
みずきの

火・木曜日

10:00～1５:00

郷州小学校の１階空き部屋

を開放

子育て広場
おおがしわ

水曜日

10:00～15:00

大柏生活改善センターのホ

ールを開放

親子
クッキング

11/16、2/15
2歳6か月以上対象の親子ク

ッキング

メール相談 随時
発達や育児に関する悩み相談

hokuen＠city.ｍoriya.ibaraki.jp

事業名 活動日時 内　　　　　容

親子活動
木曜日

10:30～11:30

年齢に合わせた製作やリズ

ム遊びなど、親子で楽しむ

園庭開放
月～金曜日

9:00～16:00
保育園の園庭開放

アルムのもり
(親子活動参加者)

木曜日

親子活動終了後

活動参加後のランチタイム

（希望者5組限定・予約時に申し込む）

でんわ
育児相談

月～金曜日

10:00～16:00

子育ての悩みや不安の電話

相談

事業名 活動日時 内　　　　　容

育児相談
月～金曜日

8:30～17:00

来所又は電話による、子育て中

の不安や悩みなどの相談

巡回相談
（要予約）

6/20、9/19、

H19.1/23

児童相談所の児童福祉司、心理判

定員、家庭相談員が相談に応じる

■アビエス（わかばのもり保育園　148-1735）

■家庭児童相談室（145-2314）

■ねっこ（まつやま保育園　145-8828） ■夢っ子ひろば（北園保育所　145-2462）



５月の子育てカレンダー５月の子育てカレンダー
01月　夢 中
02火　楽 2歳～　夢 み ま
08月　夢 高
09火　ね 1歳～　楽 2歳～　夢 み ま
10水　ま 0～1歳6か月 保 3～4歳児健診 リ お
11木　ア 2歳～　楽 1歳　保 3歳児健診　み ま
12金　夢 0～1歳6か月 保 1歳6か月児健診 ロ ま
13土　サ
15月　夢 11:30～　ぽ
16火　楽 2歳～　保育児健康相談 夢　み　ま
17水　ま 0～1歳6か月 ね お母さんの勉強室　夢　お
18木　ア 6～11か月　楽 1歳　保 離乳食教室

ク　み　ま
19金　夢 0～1歳6か月　久　ま
22月　夢　北
23火　ね 0歳　楽 2歳～　夢　み　ま
24水　ま 0～1歳6か月　保 3～4か月児健診　夢　お
24水　夢 ね ア 6月分予約開始10:00～
25木　ア 楽 1歳　保 3歳児健診　み　ま
26金　夢 0～1歳6か月 保 1歳6か月児健診 ロ　ま
29月　保 離乳食教室　夢
30火　楽 2歳～　夢　み　ま
31水　ま 0～1歳6か月　保 ＢＣＧ　夢　お

夢 夢っ子ひろば（室内自由開放）9:30～15:30
み 子育て広場みずきの（郷州小学校）10:00～15:00
お 子育て広場おおがしわ（大柏生活改善センター）10:00～15:00
ま 子育て広場まなびの里（もりや学びの里）10:00～15:00
中 子育て広場中央（中央公民館）10:00～11:30
高 子育て広場高野（高野公民館）10:00～14:00
ロ 子育て広場ログハウス（国際交流研修センター）10:00～11:30
久 子育て広場久保ケ丘（文化会館）10:00～11:30
北 子育て広場北守谷（北守谷公民館）10:00～14:00
リ リトミック　10:00～／11:00～　★要予約
ク 夢っ子クッキング　10:00～正午　★要予約
ぽ ぽかぽか子育て教室　10:00～11:30☆事前に問い合わせ

ね ねっこ（親子活動）9:30～　★要予約

ア アビエス（親子活動）10:30～　★要予約

楽 親子で楽しもう（親子活動）11:00～11:40
サ サタデーパパ　11:00～11:50

保 保健センター事業

保健センター（148-6000）

児童館（145-2278）

アビエス（わかばのもり保育園　148-1735）

ねっこ（まつやま保育園　145-8828）

夢っ子ひろば（北園保育所　145-2462）
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●子育て支援情報

工作
月･水･金曜日

9:00～11:00
親子で作れる簡単な工作

事業名 活動日時 内　　　　　容

自由来館
月～土曜日

9:00～17:00

親子で自由に遊ぶ

※4～9月は18:00まで

ミニ
おはなし会

月･水･金曜日

11:40～

手遊び、紙芝居、エプロンシア

ター、パネルシアターなど

親子で
楽しもう

火（2歳～）・木曜日（1歳）

11:00～11:40

手遊び、工作、リズム遊び、歌、リトミ

ック、お話など親子で一緒に楽しむ

図書貸出し 開館時間中 １人１冊、１週間の貸出し

映画会
月1回

午前（幼児）
アニメなど上演

サタデーパパ
奇数月の第2土曜日

11:00～11:50

パパと2歳以上の子が体を動

かして遊ぶ（じゃれっこ体

操・リズムなど）

離乳食教室
（前期）

月1回
離乳食初期の試食と栄養、子育て相談

（普段使っているスプーン持参）

事業名 活動日時 内　　　　　容

健康診査
センター

予定表参照

医師による子どもの成長・発達の確認と、

子育て中の不安や悩みを一緒に考える

育児健康
相談会

年９回

（予約不要）

計測のほか、栄養、子どもの健康、子

育て中の不安や悩みを一緒に考える

離乳食教室
（後期）

2か月に1回
9～10か月児の離乳食試食と栄養、子育て相談

（普段使っているスプーンと飲み物持参）

家庭訪問 随時
新生児訪問のほか、お子さ

んの健康や育児の相談

子育て教室 2か月に1回
3か月ごろの母子で、家族が増えた生活の今の

気持ちを話し合う、母親同志の友達づくりの場

電話相談 随時
お子さんの健康・栄養・育

児に関する相談

■保健センター（148-6000）

■もりやファミリー・サポート・センター（145-2432）

■児童館（145-2278）

「近くに頼る人がいなくて困っている」という
方、安心して子育てができるようお手伝いします。
お子さんを自宅で預かってくれる方とのコーディ
ネイトをします。
s開設日時 月～金曜日　9:00～17:00
※利用会員登録をする方（お子さんを預けたい方）は、
開設時間内にセンター（市役所内）で受け付けます

○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○

○

○ ○ ○
○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○○
○○○
○○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○



3月18日、中央公民館で守谷市民活動交流会主催による「第3回守谷市民活動いきいきフェアー
市民活動交流会」が開催されました。
平成16年秋の開催から3回目となる「守谷市民活動いきいきフェアー」では、交流会設立の意義を

もう一度見直し、市民の皆さんと市民活動団体との交流・出会いの場になることを目的とした、実り
ある内容のものとなりました。

「第3回守谷市民活動いきいきフェアー　市民活動交流会」が開催されました

高高高高野野野野ここここいいいいののののぼぼぼぼりりりりままままつつつつりりりり開開開開催催催催！！！！
「人のつながりのある住みよいまちをつくること」を目的に活動している高野まちづくりの会が、
今年も「高野こいのぼりまつり」を開催します。
皆さんの触れ合いの場になればと、イベント開催日には、模擬店やフリーマーケット、アトラク

ションなどの催しも予定しています。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

●こいのぼり掲揚期間・場所　　5月7日（日）まで
けやき台3丁目（西友楽市の隣）

●イベント開催日時・会場　　5月3日（水）守谷駅西口広場
5月6日（土）けやき台3丁目（西友楽市の隣）
※時間はいずれも午前10時～午後3時

26広報もりや2006.4.10

市民活動  サロン�市民活動  サロン�
守谷市民活動支援センター�守谷市民活動支援センター�守谷市民活動支援センター�

市民活動  サロン�
●問合先　守谷市民活動支援センター　1646-3370

開館時間　午前９時～午後４時
休 館 日　日・月曜日、年末年始（左記以外の祝日は開館）

遊びに来てネ！ 

▲市民活動団体の表彰 交流会会長石澤さんか
ら、「立沢里山の会」鈴木さんが代表で賞状を受
け取りました。

▲活動内容の発表会 「勉強になったなあ」「楽し
かったわ」と発表を聞いて学ぶことが多く、充実
した時間となりました。写真は、幼児～小学生を
対象にお話会をして、絵本のすばらしさを伝えて
いる団体「お話し まつぼっくり」さんの発表。

▲意見交換会 普段はあまり聞くことのできない
活動分野の違う団体へも気軽に質問ができ、これ
からの活動の参考になりました。巧みな司会進行
に、終始笑いありの和

なご

やかな雰囲気で、今まで以
上に各団体の距離が近くなったと実感できました。

▲市民活動団体のパネル展示 工夫を凝らし、分
かりやすく活動内容を掲示したパネルの前には、
質問が飛び交い交流の輪ができていました。



震災時、倒壊した家屋の人がどのように助かった
か調査したところ、自力34.9％、家族の助け31.9％、
近所の助け28.1％となっており、60％の方が、近
くにいた人に助けられたことが分かりました。警察
や消防に助けられた方は、わずか5.1％。いかに近
所の方の助けが必要か分かります。

自治会は、市政の円滑な推進のためにも、必要
不可欠な存在となっています。市の業務の中には、
自治会を通じて行っているものが数多くあります。
特に自治会の取りまとめ役である区長（自治

会・町内会長）さんには、行政と町内会（地域住民）
のパイプ役としてさまざまな事務をお願いしてい
ます。
●広報もりやなど市の文書の各世帯への配布・回覧
●ごみステーションなどの維持管理
●市政に対する地域住民からの質問・要望の取り
まとめ
●募金（赤い羽根、歳末助け合いなど）への協力

市と自治会との関係は・・・

阪神・淡路大震災の教訓を生かして・・・

自治会の活動は、ごみステーションや集会所の
維持管理、町内の清掃など、多岐にわたって私た
ち地域住民の福祉の向上に大きく貢献していま
す。より良い生活のためには、そのような活動に
私たちも参加し、地域社会の一員としてお互いに
協力することが肝要です。
自治会に加入して、市民の皆さんとの交流を深

め、住みよいまちづくりに協力するようにしまし
ょう。
◆加入のメリットとは？
●祭りやイベントなど地域の活動に参加すること
で、近所の方と顔見知りになると…
→知らない人（不審者侵入）対策！
●防犯・防災パトロールへ参加すると…
→我が子・我が家は安全！
●広報紙や回覧版は…
→身近なとくとく情報満載！
◆加入するには？
新しく市内へ転入された方やまだ自治会に加入

されていない方は、加入についてご近所の方にお
尋ねください。なお、自分の地区の自治会会長が
分からないときは、近所の方に訪ねるか、市役所
くらしの支援課内「守谷市自治会連絡協議会事務局」
までお問い合わせください。

●問合先
市役所くらしの支援課内「守谷市自治会連絡
協議会事務局」内線132・133

自治会（町内会）に加入しましょう！
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自治会とは、それぞれの地域における身近な問
題を共同で解決し、会員相互の親睦を図りながら、
住みよい豊かな地域づくりのために活動する自主
的な団体です。
市内には、現在148の自治会があり、大多数の世
帯が加入し、自主的なコミュニティ活動を行ってい
ます。道路や公園などの環境美化、防犯・防災、地
域の歴史・芸能継承、子ども会などの活動のほか、
市民と行政を結ぶパイプ役としても機能し、地域社
会になくてはならない活動をしています。

自自自自治治治治会会会会・・・・町町町町内内内内会会会会にににに加加加加入入入入ししししまままませせせせんんんんかかかか？？？？
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参
加
者
募
集
！

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ
ト

い
ば
ら
き
２
０
０
６

男男男男
女女女女
共共共共
同同同同
参参参参
画画画画
ココココ
ララララ
ムムムム

沖
縄
県
の
宮
古
島
に
は
、
い

ろ
い
ろ
有
名
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
前
浜
ビ
ー
チ
（
日
本
で
一

番
き
れ
い
な
ビ
ー
チ
の
一
つ
）、

泡
盛
酒
、
バ
ナ
ナ
ケ
ー
キ
、

「
お
通
り
」
な
ど
で
す
ね
。

し
か
し
、
飛
行
機
の
窓
か
ら

宮
古
島
を
見
る
と
、
一
番
目
立

つ
の
は
、
海
岸
の
岩
に
立
て
ら

れ
た
ド
イ
ツ
の
古
城
で
す
。
こ

の
城
は
、
旧
上
野
村
に
あ
る

「
ド
イ
ツ
の
村
」
の
中
心
で
あ

り
、
ラ
イ
ン
川
沿
い
の
「
マ
ル

ク
ス
ブ
ル
ク
」
と
い
う
有
名
な

ド
イ
ツ
古
城
の
コ
ピ
ー
と
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
一

体
ど
う
し
て
宮
古
島
に「
ド
イ
ツ

の
村
」
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

１
８
７
３
年
、
宮
古
海
岸
の

近
く
で
ド
イ
ツ
「
プ
ル
シ
ャ
王
国
」

の
商
船
が
沈
み
、
嵐
雷
の
間
に
、

宮
古
の
漁
師
が
船
員
を
救
い
ま

し
た
。
宮
古
人
の
勇
気
あ
る
行

動
を
聞
き
、
ド
イ
ツ
の
皇
帝
が

礼
と
し
て
宮
古
人
に
記
念
碑
を

贈
呈
し
、
宮
古
島
と
ド
イ
ツ
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
２
人
の
ド
イ
ツ
人
が

宮
古
島
で
働
い
て
い
ま
す
。
１

人
は
高
校
の
英
語
教
師
、
１
人

は
国
際
交
流
員
と
し
て
、
宮
古

島
市
役
所
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
２
人
は
、
私
の
よ
う
に
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る
ド
イ
ツ
人
を
、
宮
古
島
へ

誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
３
日
間
、

私
た
ち
は
海
で
泳
ぎ
、
観
光
し
、

宮
古
の
人
た
ち
と
一
緒
に
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
城
の
中
に
あ
る
博
物
館
で

小
さ
い
「
ド
イ
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。

博
物
館
の
部
屋
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
昔
の
ド
イ
ツ
に
関

係
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
展

示
が
あ
り
ま
す
（
例
え
ば
ド
イ

ツ
の
農
業
・
衣
装
・
ワ
イ
ン
の

作
付
け
な
ど
）。
ド
イ
ツ
人
は
、

そ
の
色
々
な
部
屋
で
待
ち
、
見

物
者
の
た
め
に
展
示
を
説
明
し

て
あ
げ
ま
し
た
。
私
は
、
ラ
イ

ン
川
の
部
屋
の
担
当
者
と
し
て
、

ラ
イ
ン
川
の
伝
説
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、
昔

話
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る

「
騎
士
の
寝
屋
」が
一
番
気
に
入

り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
寝
屋
の

窓
か
ら
海
が
見
え
ま
す
よ
！

ド
イ
ツ
の
城
窓
か
ら
南
海
を

見
ら
れ
る
機
会
は
、
世
界
中
で

唯
一
宮
古
島
し
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
つ
か
「
ド

イ
ツ
の
村
」
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
春
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

５
月
11
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
▼
会
場

郷

州
公
民
館
調
理
室
▼
対
象

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
20
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
参
加
費

１

０
０
０
円
程
度
▼
申
込
期
限

４
月
27
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
く

ら
し
の
支
援
課
活
動
支
援
Ｇ

内
線
１
３
２
・
１
３
３

リ
ッ
チ
ャ
ン
の
料
理
教
室

世
界
の
人
々
と
交
流
し
、
国

際
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
よ

り
分
か
っ
て
く
る
の
が
、
国
に

よ
っ
て
異
な
る
男
女
の
意
識
や
、

日
本
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状

で
す
。

県
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
で

積
極
的
に
活
動
で
き
る
女
性
リ

ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
、
海
外
派

遣
事
業
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ラ
イ

ト
い
ば
ら
き
２
０
０
６
」
の
女

性
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
、
あ

な
た
の
貴
重
な
体
験
を
、
市
の

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
生
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

▼
応
募
資
格

４
月
１
日
現
在

30
歳
以
上
55
歳
未
満
で
あ
り
、

５
年
以
上
県
内
に
居
住
し
て
い

る
女
性

▼
研
修
先（
予
定
）
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

▼
内
容

男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
視
察
／
環
境
・
福
祉
・
教

育
に
関
す
る
視
察
／
宿
泊
研
修

（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
）

▼
派
遣
期
間（
予
定
）
10
月
１

日
（
日
）
〜
11
日
（
水
）

※
こ
の
ほ
か
、
３
回
の
事
前
研

修
と
１
回
の
事
後
研
修
（
い
ず

れ
も
１
泊
２
日
）
を
予
定

▼
参
加
費

26
万
円
程
度

▼
応
募
方
法

指
定
さ
れ
た
テ

ー
マ
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

（
１
０
０
０
〜
１
２
０
０
字
）、

申
込
書
（
市
役
所
く
ら
し
の
支

援
課
に
用
意
）
な
ど
の
関
係
書

類
を
そ
ろ
え
、
４
月
20
日
（
木
）

〜
５
月
18
日
（
木
）
に
、
市
役

所
く
ら
し
の
支
援
課
窓
口
（
内

線
１
３
３
）
へ
提
出
す
る

▼
問
合
先

県
女
性
青
少
年
課

1
０
２
９
―
３
０
１
―
２
１
７
８
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会
話
や
ス
ピ
ー
チ
が
苦
手
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
第
一
印
象
を
良
く

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

方
の
た
め
の
講
座
で
す
。

▼
日
時

５
月
12
・
19
・
26
日（
金
）午
前

10
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場

中
央
公
民
館
　
講
座
室

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数

20
名
（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
講
師

水
井
美
佐

み

ず

い

み

さ

氏
（
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
司
会
）

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り

４
月
28
日（
金
）午
後
５
時

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ
　
内
線
２
７
４

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、

万
一
の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

５
月
30
日（
火
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

▼
会
場

中
央
公
民
館
　
講
座
室

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
募
集
人
数

30
名

▼
講
師

井
出

い

で

大
介

だ
い
す
け

氏
【（
財
）
生
命
保

険
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
】

「
生
命
保
険
の
種
類
と
選
び
方
」

教
室

参
加
者
募
集
！

「
ア
イ
デ
ィ
ア
話
術
」
講
座

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り

５
月
18
日（
木
）午
後
５
時

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
Ｇ
　
内
線
２
７
４

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
ら
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
、「
つ

い
子
ど
も
を
怒
っ
て
し
ま
っ
た
」
そ
ん
な

経
験
は
だ
れ
も
が
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
、
子
育
て
を

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
は
、
多
種
多
様
で
充
実
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
各
学
校
ご

と
に
実
施
し
ま
す
。
活
動
も
各
学
校
の
セ

ミ
ナ
ー
単
位
で
楽
し
く
明
る
く
行
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
、
約
４
０
０
人
の
お
母
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

▼
内
容

子
育
て
を
テ
ー
マ
と
す
る
話
し
合

い
や
講
話
・
移
動
教
室
・
料
理
・
手
芸
な
ど

▼
期
間

５
〜
３
月
の
間
で
10
回
程
度

▼
対
象
者

小
・
中
学
生
の
保
護
者
の
方

（
学
年
不
問
）

▼
費
用

無
料

▼
申
込
方
法

４
月
28
日（
金
）ま
で
に
申

込
用
紙（
各
学
校
で
配
布
）を
各
学
校
へ

提
出

▼
申
込
・
問
合
先

市
内
各
小
・
中
学
校

又
は
、
市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
Ｇ

内
線
２
７
８

楽
し
く
役
に
立
つ

子
育
て
・
仲
間
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
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生 習コーナー涯学

●学習テーマ　「出会いと豊かさを求めて」
日　　　　時 学　習　内　容 講師等 会　　場

01 05月24日（水）9:00～12:00
開講式 北村教育長 国際交流研修センター
マリンバ演奏 上原　静氏　ほか （ログハウス）

02 06月14日（水）9:30～11:30 毎日を快適に（気功他） 藤丸晶子氏 中央公民館

03 07月12日（水）8:30～17:00
電気の未来と節電の大切さ

横浜 －「横浜火力発電所」

04 09月13日（水）9:30～11:30 守谷の歴史を学ぶ 倉持晃治氏 中央公民館

05 10月11日（水）9:30～12:30 どんな美味しいメニューかな？ 未定 保健センター

06 11月08日（水）8:30～17:00 自然と歴史の烏山を訪ねて 市有バス使用 栃木県

07 12月06日（水）9:30～11:30 守谷の伝統を継ぐ（しめ縄づくり） 未定 中央公民館

08 01月17日（水）9:30～12:30 すてきな自分を見つけるために… 自主講座 中央公民館

09 02月14日（水）9:30～11:30 文学に親しむ「朗読を聞く」 浅見和子氏 中央公民館

10 03月14日（水）9:30～12:30
閉講式

北村教育長ほか 中央公民館次年度の計画他

※11月の移動教室は、都合により内容を変更する場合がありますのでご了承ください

平平平平成成成成11118888年年年年度度度度　　　　守守守守谷谷谷谷市市市市女女女女性性性性セセセセミミミミナナナナーーーー
◆開催期間 5月24日（水）～平成19年3月14日（水）の全10回
◆時　　間 原則、午前9時30分～11時30分
◆募集人数 市内在住・在勤の女性40名　※初めての方優先。再参加も可。定員超過の場合は主催者側で抽選
◆会　　費 年間2,000円　※他に学習内容により実費負担があります
◆申込方法 往復はがきに住所・氏名・電話番号・セミナー名を記入し、4月28日（金）必着で申し込む
◆申込・問合先 守谷市中央公民館女性セミナー担当　〒302-0110守谷市百合ケ丘2-2540-1 148-6731



▼
日
時

５
月
14
日（
日
）集
合：

午
前
９
時

開
始：
午
前
９
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
、
21
日
（
日
）
に
延
期

▼
会
場

常
総
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

60
名

※
初
心
者
も
参
加
可
。
組
合
せ
は
当
日
発
表

▼
競
技
方
法

32
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
イ

※
道
具
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

▼
参
加
費

１
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

４
月
24
日（
月
）午
後
５
時

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
直
接
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
　
内
線
２
７
２

常
総
広
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

市
民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
無
料
貸

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
材

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ビ

デ
オ
撮
影
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
操

作
・
撮
影
方
法

▼
日
時

５
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

常
総
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ビ
デ
オ
撮
影
講
座
の
お
知
ら
せ

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

午
後
４
時

▼
会
場

常
総
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

▼
対
象

常
総
広
域
圏
内
に
在
住
・
在
勤

の
方
（
学
生
は
除
く
）
20
名

▼
講
師

室
伏
隆
幸

む
ろ
ふ
し
た
か
ゆ
き

氏

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
方
法

直
接
又
は
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切
り

５
月
８
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
先

常
総
地
方
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
　
1
48
―
２
３
３
９

守
谷
市
に
は
利
根
川
と
鬼
怒
川
に
挟
ま

れ
た
、
西
大
木
に
広
大
な
水
田
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
初
め
に
は
、
春
の
渡
り
鳥
で

あ
る
コ
チ
ド
リ
、
ム
ナ
グ
ロ
、
シ
ギ
、
チ

ド
リ
の
大
群
が
こ
こ
で
ひ
と
休
み
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
渡
り
鳥
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

５
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午

※
雨
天
中
止

▼
集
合

市
役
所
正
面
玄
関
前
駐
車
場
に

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
観
察
場
所

西
大
木
地
区
水
田

▼
指
導
者

守
谷
鳥
類
調
査
会

▼
携
行
品

筆
記
用
具
（
双
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、

図
鑑
な
ど
も
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
申
し
込
み

不
要

▼
問
合
先

市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
Ｇ
　
内
線
２
７
７

春
の
渡
り
鳥
観
察
会

も
り
や
の
歴
史
と
ゆ
か
り
の
あ
る
奥
州

相
馬
氏
に
つ
い
て
学
び
、「
相
馬
野
馬
追
い
」

を
実
際
に
見
学
し
ま
し
ょ
う
。

▼
学
習
会
日
時

５
月
20
日（
土
）午
前
10
時

〜
正
午

▼
学
習
会
会
場

中
央
公
民
館
　
集
会
室

▼
学
習
内
容

「
守
谷
と
関
わ
り
の
深
い

奥
州
相
馬
氏
の
歴
史
と
野
馬
追
い
」

▼
見
学
会
期
日

７
月
23
日（
日
）〜
24
日

（
月
）
１
泊
２
日

▼
見
学
会
場
所

い
わ
き
市
「
国
宝
白
水

し
ら
み
ず

阿
弥
陀
堂

あ

み

だ

ど

う

」、
南
相
馬
市
「
勝
縁
寺

し
ょ
う
え
ん
じ

」、

雲
雀
ヶ
原
祭
場

ひ
ば
り
が
は
ら
さ
い
じ
ょ
う

「
武
者
行
列
・
甲
冑
競

か
っ
ち
ゅ
う
け
い

馬ば

・
神
旗
争
奪
戦

し
ん
き
そ
う
だ
つ
せ
ん

」

▼
対
象

市
内
在
住
で
、
学
習
会
と
見
学

会
の
両
方
に
参
加
で
き
る
方

▼
募
集
人
数

20
名
（
超
過
の
場
合
抽
選
）

▼
学
習
会
講
師

も
り
や
の
歴
史
を
学
ぶ

会
会
員

▼
参
加
費

２
万
円
（
見
学
会
の
バ
ス

代
・
宿
泊
代
・
入
場
料
等
）

▼
主
催

も
り
や
の
歴
史
を
学
ぶ
会

▼
後
援

守
谷
市
教
育
委
員
会

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
郵

便
番
号
を
記
入
し
、
４
月
28
日
（
金
）

必
着
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

牧ま
き

伸
三

し
ん
ぞ
う

〒
３
０
２-

０
１
０
８
　
守
谷
市
松
並

１
５
５
８-

６
　
1
48
―
５
７
１
８

歴
　
史
　
教
　
室
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北守谷公民館　ふれあい体験教室
定期使用サークルの活動を体験してみませんか。皆さんのお申し込みをお待ちしています。

s対　　象 市内在住の成人　　　　　　　　　　s申込締切り 4月30日（日）
s申込方法 直接又は電話で申し込む　　　　　　s申込･問合先 北守谷公民館　147－0111

募集5～8名　1回500円　※女性歓迎、

カメラ（デジタル・一眼レフ・コンパク

ト可）、三脚（持っている方）持参

動きやすい服装・靴

当日参加も可

半紙代として6回500円

小筆、墨、硯
すずり

持参

フォト光彩

北守谷書道

クラブ

北守谷ＳＤＣ

会議室3

会議室2

多目的

ホール

9:30～12:00

13:30～16:30

19:00～21:00

5/14・6/11・7/9

第2日曜日　全3回

5/12～7/28

第2・4金曜日　全6回

5/10・17・24・31

毎週水曜日　全4回

写　　真

細字・写経

社交ダンス

教 室 名 実 施 日 時　　間 部　　屋 サークル名 備　　　　　考



31 広報もりや2006.4.10

生 習コーナー涯学

みんなで楽しく学び合いましょう！！！！ 
第13回 

郷州公民館まつり 

◆日　時　５月20日（土）・21日（日）午前９時～午後４時30分　（21日は午後３時30分まで） 

◆会　場　郷州公民館 １階ロビー、２階各部屋 

◆内　容　ガラス工芸・写真・絵画・染色・絵手紙・アートフラワー・木彫り・七宝焼 

  

  

  

◆日　時　５月20日（土）午前10時～午後４時 

◆会　場　郷州公民館　1階集会室 

◆内　容　大正琴・かっぽれ踊り・フラダンス・ウクレレ・コーラス・よさこい踊り 

太極拳・フォークダンス・筝曲・社交ダンス 

 　 

  

  

◆日　時　５月20日（土）午前11時～　　　　 ◆日　時　５月21日（日）午前10時～午後３時 

◆日　時　（クッキーのみ、21日も実施）無くなり次第終了　  ◆会　場　郷州公民館　２階和室 

◆会　場　郷州公民館　1階ロビー　　　　　  ◆参加費　200円（事前受付します） 

◆内　容　アートフラワー・七宝焼・染色・ 

◆内　容　手作りクッキー 

  

  

～　いきいきフェスタGO！集　～　　　　　　　 

◆ 日　時　５月21日（日）午前９時～午後３時30分 

◆ 会　場　集会室、調理室、駐車場、公園広場 

◆ 内　容　防犯・成人病・食の安全紹介・工作 

◆ 内　容　ミニ料理教室・郷州小児童研究発表 

◆ 内　容　野菜即売・ウォーキングなど盛り沢山！！ 

　　※郷州公民館の駐車場スペースは、十分ではありません。ご来場は、自転車やバスなどをご利用ください。 

　　　　　郷州公民館最寄りのバス停留所は、やまゆり号はみずき野ルート「郷州公民館前」、 

　　　　　路線バスは守谷駅東口発　みずき野及び取手駅西口方面「パークスクエア前（郷州公民館前）」 

　　　　　となります 

問合先：郷州公民館　148－6711

そう 

作品展�

発表会�

バザー� お茶席�

催し物�

みんなで楽しく学び合いましょう！！ 
第13回 

郷州公民館まつり 



※実行委員活動内容
●会議への参加（2回程度）
●リハーサルから片付け終了までの運営（出演
日以外の1日、各団体2名）

s申 込 方 法 所定の申込用紙（申込先、各公民
館、中央図書館、文化会館に用
意）に必要事項を記入し、直接、
又は郵送で申し込む（ＦＡＸ可）

s申込締切り 4月28日（金）午後5時必着
s申込・問合先 市役所生涯学習課生涯学習Ｇ
▲申込・問合先　　〒302-0198 守谷市大柏950-１
▲申込・問合先　　内線278 645-5703

s開 催 日 時 8月5・12・19日、9月2日（土曜日、
計４日）午後６時～

s開 催 会 場 市役所中庭　特設ステージ（8/12
及び雨天時は庁舎内ロビー）

s募集団体数 20団体
※応募のあった団体を、運営委員会で応募資格該
当団体であるか確認後、超過の場合は抽選する

s演 奏 時 間 1団体18分（入退場時間は別に
5分確保します）

s応 募 資 格 市内在住・在勤・在学の方たちで
結成され、実行委員として活動可
能な音楽団体（生演奏に限る）

▼伝統文化子ども教室として、平成17年度に中
央公民館で行なわれた「いけばなこども教室」（3
月18・19・21日）と「お琴こども教室」（3月12
日）の学習成果ミニ発表会。受講した子どもたち
の努力がうかがえた。

▼中央公民館で3月5日～12日に行われた第21回守谷
市美術作家展。5日には、写真部門の出品者の指導に
より、「上手な写真の撮り方教室」も行なわれた。

アアアア　　　　ンンンン　　　　ググググ　　　　ルルルル

▲伝統文化子ども教室：財団法人伝統文化活性化
国民協会が文化庁から委嘱を受けて、募集・実施
する事業。子どもたちが日本の伝統文化に関心や
理解を深めることなどを目的に日本の伝統的な文
化を体験・修得する機会を提供する事業です。
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～真夏の夕べ素敵なひと時～　市役所の中庭が音楽の広場に…

平成18年度夕べのコンサート出演団募集！！
「夕べのコンサート」は、市民の皆さんに音楽の演奏や合唱のすばらしさを生で味わっていただき、

楽しいひと時を過ごしていただくと共に、地域に根ざした音楽活動の充実を図るために、市役所中庭で
開催されるコンサートです。
昨年は延べ1,600名を超える来場者の皆さんを魅了しました。日ごろの練習の成果を発表するために、
ぜひご応募ください。
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№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 コールリリーズ コーラス 有 41 短歌会　せせらぎ 短歌 有
02 マザーグース 童謡 有 42 アムウ 編物 無
03 伝統芸能こぶし 伝統芸能太鼓 有 43 のばら 染色 無
04 人形劇クラブ 人形劇 有 44 はなみずき パッチワーク 有
05 カトレア 大正琴 有 45 ぐるーぷほびー デコパージュ 有
06 守谷輝風会 大正琴 有 46 ひまわり レザークラフト 無
07 守谷ギター・アンサンブル クラシックギター 有 47 木版画クラブ 木版画 無
08 オカリーナ風の音 オカリナ 有 48 絵手紙サークル 葦芽 絵手紙 有
09 ひばりの会 健康体操 無 49 守谷きりえサークル きりえ 有
10 ゆうゆうクラブ 健康体操 無 50 俳画クラブ 俳画 有
11 生き生き体操 健康体操 有 51 松篆研究会 印作り 有
12 ストレッチ体操クラブ 健康体操 有 52 一彩会 日本画 有
13 気功サークル 気功 無 53 クラブイーゼル 洋画　 有
14 守谷太極拳同好会A 太極拳 有 54 パレット 油絵 有
15 守谷太極拳同好会B 太極拳 有 55 硬筆サークル 硬筆 有
16 かとれあ 着付け 有 56 書道クラブ 書道 有
17 雅 茶道 無 57 書道クラブ　Ａ 書道 有
18 女性セミナー連絡協議会 女性セミナー 無 58 守谷フォトクラブ 写真 有
19 ぐみの会 女性セミナー 無 59 写友　ふれあい 写真 有
20 こすも 女性セミナー 無 60 守谷囲碁クラブ 囲碁 有
21 かみふうせん 女性セミナー 有 61 守谷市将棋クラブ 将棋 有
22 ミレニアム 女性セミナー 有 62 エプロン男しゃく 料理 無
23 なでしこ 女性セミナー 有 63 木の芽会 料理 有
24 あやめ 女性セミナー 有 64 からだにやさしい料理サークル 料理 無
25 三水会 女性セミナー 無 65 あそぼう会 育児活動 有
26 ゆめ 女性セミナー 無 66 守谷鳥類調査会 鳥類観察 有
27 みやび 女性セミナー 無 67 守谷自然友ノ会 自然観察 無
28 輝き 女性セミナー 無 68 守谷山野草会 園芸 無
29 思い草 古典講読 有 69 もりやの歴史を学ぶ会 歴史 有
30 さくらかい 読書会 有 70 福祉の会「ねこのて」 介護予防集会 有
31 お話 まつぼっくり 読み聞かせ 有 71 古文書サークル 古文書の解読 有
32 スピーチサロン 話し方 有 72 ほのほ 作陶 有
33 手話サークルふれあい 手話 有 73 名人会 作陶 有
34 Ｔ.Ｅ.Ｐ 英会話 有 74 陶友会 作陶 有
35 Ｇｕｙｓ＆Ｄｏｌｌｓ 英会話 有 75 ふきの陶 作陶 有
36 フレンド　Ａ 英会話 無 76 ふれあい窯 作陶 有
37 フレンド　Ｂ 英会話 無 77 おりべ 作陶 有
38 中国語サークル 中国語 有 78 白萩 作陶 無
39 山ゆり俳句会 俳句 有 79 かいらぎクラブ 作陶 無
40 守谷短歌会 短歌 有 80 サークル手びねり 作陶 無

中央公民館　守谷市百合ケ丘2-2540-1 1４８－６７３１

～皆さんの活力が”元気もりや”を支えています～
※問合せは、公民館・文化会館サークルについては各公民

館・文化会館へ、学びの里・東板戸井集会所サークルにつ

いては市役所くらしの支援課へお願いします。

公民館・もりや学びの里・東板戸井集会所
・文化会館定期使用サークルの紹介
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№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 ポピークラブ アートフラワー 有 28 琴の和クラブ 大正琴 有
02 ガラスの妖精たち ガラス工芸 有 29 山ゆり会 大正琴 有
03 絵画サークル　アスール 絵画 有 30 筝風車 筝曲 有
04 絵手紙サークル 葦かび 絵手紙 有 31 ウクレレサークル・ポロン ウクレレ 有
05 七宝焼　カトレア 七宝焼 有 32 みずき野囲碁クラブ 囲碁 有
06 七宝焼クラブ ひまわり 七宝焼 有 33 ファン・チャット・クラブ 英会話 無
07 花みずき 染色 有 34 ドイチェクラッセ ドイツ語 有
08 プチミニ　バレーサークル バレエ 有 35 お茶を楽しむ会 茶道 有
09 スワニルダの会 バレエ 有 36 秋津茶道会 茶道 有
10 ジュニア　バレエサークル バレエ 有 37 表千家茶道サークル 茶道 有
11 ストレッチYou 体操 無 38 葦の会 読書会 有
12 エアロビクス・レインボークラブ 体操 有 39 きつつき 木彫り 無
13 リフレッシュ体操 体操 有 40 フォトサークル悠遊 写真 有
14 みずき野健康体操クラブ 体操 有 41 ＰＴＡ華道クラブ 華道 無
15 ボディバランスエクササイズ 体操 有 42 メロディーランド リトミック 有
16 ファーストエアロビクス エアロビクス 有 43 エンジェルハウス 親子交流 有
17 Moriya Scottish country Dance Thursday Club フォークダンス 有 44 やんちゃコアラクラブ 親子体操 無
18 ブルームーン フラダンス 有 45 キャロットクラブ 料理 有
19 ワイキキ フラダンス 有 46 ラディッシュクラブ 料理 無
20 レッツ ダンス卓球クラブ 社交ダンス 有 47 口福クラブ 料理 有
21 シャル・ウィ・ダンス 社交ダンス 有 48 仲良しクラブ 料理 有
22 かっぽれ踊り かっぽれ踊り 有 49 郷州小PTA料理クラブ 料理 無
23 楼蘭A 太極拳 有 50 にはち会 料理（手打ちそば） 有
24 楼蘭B 太極拳 有 51 明日のみずき野を考える会 地域交流 無
25 よさこいMORIYA よさこい踊り 有 52 花みずき歌の会 歌 有
26 ベルフォーレ コーラス 有 53 カサブランカ歌の会 歌 無
27 みずき野大正琴クラブ 大正琴 有

№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 ひまわりコーラス 唱歌 有 31 ダンス同好会 社交ダンス 有
02 もりや児童合唱団 合唱 有 32 高野ダンスサークル 社交ダンス 有
03 ハーモニー松ヶ丘 合唱 無 33 ゆりの会 社交ダンス 有
04 守宝会 謡曲 有 34 すみれの会 社交ダンス 有
05 もりの笛 フルート 有 35 守谷ｽｺﾃｨｯｼｭｶﾝﾄﾘｰﾀﾞﾝｽｸﾗﾌﾞ月曜会 スコティッシュカントリーダンス 有
06 守谷アンサンブルｵｰｹｽﾄﾗ アンサンブルｵｰｹｽﾄﾗ 有 36 リナフラダンスサークル フラダンス 無
07 オカリナ「そよかぜ」 オカリナ 有 37 守谷あやめ会 民舞 有
08 箏さくらの会 筝 有 38 彩の会　親子サークル 日舞 有
09 ﾊｰﾓﾆｶｸﾗﾌﾞ トレモロ　 ハーモニカ 有 39 花寿穂会 舞踊 有
10 ユカレレプリティーズ ウクレレ 有 40 守谷けやき教室 舞踊 有
11 花ごよみ ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 有 41 守谷ひょうたん連 阿波踊り 有
12 陽だまりの花 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 有 42 おかめ連 阿波踊り 有
13 かおりの会 ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ 有 43 イングリッシュ・サロン 英会話 有
14 さくらの会 絵手紙 有 44 ハートｔｏハート 英会話 有
15 シクラメン 絵手紙 無 45 語人会 英会話 無
16 あむあむ 編み物 有 46 マンスリーリスニングクラブ 英会話 有
17 ラビット トールペイント 有 47 英語であそぼう 英会話 無
18 かざぐるま ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ 有 48 高野囲碁クラブ 囲碁 有
19 美容トレーニング 健康体操 有 49 金曜囲碁会 囲碁 有
20 ダンススルーダ守谷 ストレッチ体操 無 50 むくげの会 茶道 無
21 ジュニアダンスクラブ 子供のジャズダンス 有 51 朗読・ののはな 朗読 無
22 みつばちクラブ 育児サークル 有 52 ボールペン字サークル ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ字 有
23 自彊体操クラブ 自彊術 無 53 守谷ロータリークラブ 社会奉仕 有
24 ストレッチＫ ストレッチ体操 有 54 松ヶ丘小PTA料理クラブ 料理 無
25 高野卓球クラブ 卓球 無 55 苺クラブ 料理 有
26 松ヶ丘ジュニア卓球クラブ 卓球 有 56 パセリクラブ 料理 有
27 守谷太極拳の会 太極拳 有 57 高野地区まちづくりの会 コミニュケーション 有
28 こすもす 社交ダンス 有 58 花ふれあい会 ボランティア 有
29 金曜会 社交ダンス 無 59 守谷サイクルクラブ サイクリング 有
30 ひまわり 社交ダンス 有

高野公民館　守谷市高野９３５　1４５－５４１１

郷州公民館 守谷市みずき野5‐3-3 1４８－６７１１
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№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 アートフラワー　かすみ草 アートフラワー 有 24 フォト光彩 写真 有
02 アトリエ　キャンバス 油絵 有 25 少林寺拳法 少林寺拳法 有
03 アロマテラピーサークル ハーブ・アロマの勉強 有 26 健美体操クラブ 自彊術 有
04 ＢＲＡＶＯⅡ エアロビクス 無 27 松前台短歌会 短歌会 有
05 Ｐｉｙｏ Ｐｉｙｏ ママ エアロビクス 有 28 北守谷ＳＤＣ スポーツダンス 有
06 エンジョイビクス エアロビクス 有 29 かたつむりの会 ちぎり絵 有
07 さくら 絵てがみ 有 30 中国語サークル　イ尓好 中国語の学習 有
08 ひだまり 絵てがみ 無 31 レンブラント デッサン 有
09 パステル　シュガー オカリナ 有 32 ラベンダー　レース トールペイント 無
10 ピアニシモ オカリナ 有 33 口琴クラブ ハーモニカ 有
11 茶友会　えん 茶道 有 34 きらら ビーズ 有
12 輪の会 踊り 有 35 シャインズ ビーズ 無
13 D o l c e （ドルチェ） コーラス 有 36 守谷フォークダンスサークル フォークダンス 有
14 Song in 守谷 混声合唱 有 37 スキップ　ハート 育児活動 有
15 紫光会 かな習字 無 38 メロディーランド リトミック 有
16 メロディーの会 歌謡 有 39 レタスクラブ 料理 有
17 大井空手道クラブ 空手 無 40 北守谷太鼓クラブ 打楽器 有
18 守谷空手道愛好会 空手 有 41 守谷ふれあい太鼓 和太鼓 有
19 気功クラブ 気功 有 42 月曜気功会 気功 有
20 健康気功 気功 有 43 風花 和食料理 無
21 サークルWAKU WAKU！ コーラス・ミュージックベル 有 44 Modern Times 英会話 有
22 キッズ　アート 子供の図画工作 有 45 いやしの会 環境の勉強 有
23 フォトクラブ写遊 写真 有 46 北守谷書道クラブ 細字・写経 有

№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 レインボー バドミントン 無 16 箏・三絃クラブ こと合奏 有
02 バミトンサークル バドミントン 有 17 おはなしクラブわらべ お話会練習 有
03 バドちゃん バドミントン 有 18 友円 健康太極拳 有
04 ラビットバドミントン バドミントン 無 19 若葉愛好会 踊り練習 有
05 ＲＢＣ バドミントン 無 20 簡単エアロビクス エアロビクス 有
06 フレンダース バドミントン 無 21 気功仲間 気功 無
07 ひろば バドミントン 無 22 ウィンドアンサンブル守谷 吹奏楽練習 有
08 ＭＬダンスクラブ ダンススポーツ 無 23 土やき 作陶 無
09 Ｍｉｃｋｅｙ バレーボール 無 24 夢陶房 作陶 無
10 守谷バウンドテニスクラブ バウンドテニス 有 25 窯炎 作陶 有
11 よろこび ソフトバレーボール 有 26 陶芸クラブ 作陶 有
12 ドリームキッズ バスケットボール 有 27 ろくろクラブ 作陶 有
13 大井沢ソニックキッズ バスケットボール 有 28 どろんこクラブ 作陶 無
14 パソボラ・守谷 パソコン研修 有 29 つちのこ 作陶 有
15 気功サークル 気功 有 30 窯ぐれクラブ 作陶 無

№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 野菊 歌練習 無 06 守谷混声ハーモニー コーラス 有
02 手編みＢクラス 手編み 有 07 喜舟会 民謡教室 無
03 木曜書道の会 書道 有 08 觀世流謡曲守谷楽謡会 謡曲 無
04 書道友の会 書道 無 09 守谷有機農園クラブ 有機野菜栽培 有
05 手編みＣクラス 手編み 有

東板戸井集会所　守谷市板戸井2341（問合せ：市役所くらしの支援課　内線135）

もりや学びの里　守谷市板戸井2418 148-0525（問合せ：市役所くらしの支援課　内線135）

北守谷公民館　守谷市板戸井１９７７－２　1４７－０１１１
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№ サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の № サ　ー　ク　ル　名 内　　容 会員募集の
有無（参考） 有無（参考）

01 アトリエ彩 油　絵 有 25 バーガンディーローズ トールペイント 有
02 アトリエ絵我楽 油　絵 有 26 ピンクエンジェル トールペイント 無
03 絵の広場 油　絵 有 27 ブーケピンク トールペイント 有
04 サークルアート 油　絵 有 28 カトレア 戸塚刺繍 有
05 守谷ペインティングクラブ 油　絵 有 29 コスモス 戸塚刺繍 有
06 光和会 生け花 有 30 朋友会 日本舞踊 有
07 華の会 生け花 有 31 華の会 日本舞踊 有
08 花サークル 生け花 有 32 護身空手 武　道 有
09 水曜会 囲　碁 有 33 ハイビスカス フラダンス 有
10 絵手紙パレット 絵手紙 無 34 フラサークル　モハラ フラダンス 有
11 絵手紙ふれあいの会 絵手紙 有 35 ホームヨーガ ホームヨガ 有
12 守谷健康文化フォーラム 気　功 有 36 書道クラブ 毛筆書写 有
13 気功クラブ 気　功 有 37 書道サークル 毛筆書写 無
14 ボディーバランスエクササイズ 健康体操 有 38 書風の会 毛筆書写 有
15 木曜会 健康体操 有 39 クッキングミセス 料　理 有
16 琴・三絃クラブ 琴・三絃 有 40 クッキングエンジョイ 料　理 無
17 新守谷社交ダンスクラブ 社交ダンス 有 41 木鉢の会 そば作り 有
18 ダイヤモンドナイト 社交ダンス 有 42 さくら会 カラオケ 有
19 手話サークル　トゥインクル 手　話 有 43 ショコラ フラワーアレンジメント 有
20 水墨画サークル 水墨画 有 44 ポピーオレンジ トールペイント 有
21 アンジュ ステンドグラス 無 45 新守谷あやめ会 民　舞 有
22 琴麗会 大正琴 有 46 むくろじ 葉書絵 有
23 大正琴浪漫クラブ 大正琴 有 47 ビーズサークル夢工房 ビーズ 有
24 アンティークローズ トールペイント 有

文化会館　守谷市久保ケ丘1-19-2 1４８－７９１１
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資料の検索はホームページから（パスワード登録で予約も可能）
パソコンhttp://www.lib.moriya.ibaraki.jp 携帯電話http://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp

昨年度、図書館でよく借りられた本は下記のとおりでした。
一般書では、『ダ・ヴィンチ・コード』が大人気でした。児童書では、毎年人気のハリー・ポッター

を抜いて、昨年77歳で他界した長新太さんの『びっくり水族館』（改訂新版）が１位でした。
貸出中になっているものもありますが、予約も落ち着いて、棚に戻っている本もあります。この機会

にぜひ読まれてはいかがでしょうか？
◆一般書

順位 タイトル 人　名 出版者 請求記号 回数
1 ダ・ヴィンチ・コード　上 ダン・ブラウン 角川書店 933 ﾌﾞ 1 121
2 ダ・ヴィンチ・コード　下 ダン・ブラウン 角川書店 933 ﾌﾞ 2 116
3 誰か 宮部　みゆき 実業之日本社 F ﾐﾔﾍﾞ 115
4 対岸の彼女 角田　光代 文芸春秋 F ｶｸﾀ 114
5 ＩＣＯ 宮部　みゆき 講談社 F ﾐﾔﾍﾞ 96
5 日暮らし　上 宮部　みゆき 講談社 F ﾐﾔﾍﾞ 1 96
5 日暮らし　下 宮部　みゆき 講談社 F ﾐﾔﾍﾞ 2 96

◆児童書

順位 タイトル 人　名 出版者 請求記号 回数
1 びっくり水族館 長　新太 こぐま社 K E ﾋﾞ /ﾋﾟﾝｸ 120
2 ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団　下 J.K.ローリング 静山社 K 933 ﾛ 2 114
3 ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団 上 J.K.ローリング 静山社 K 933 ﾛ 1 107
4 みぢかなくらしと地方行政　１１ リブリオ出版 K 318 ﾐ 11 101
5 ハリー・ポッターと炎のゴブレット　上 J.K.ローリング 静山社 K 933 ﾛ 100

図書館に新しいＣＤが約100点入りました。貸出はもちろん、館内で試聴することもできますので、
どうぞご利用ください。
｢効果音全集２　動物・鳥・虫・蛙」 「やさしいえいごのうた」
｢ミス・サイゴン　日本公演ハイライト盤｣ 「ハヴ・ア・ナイス・デイ／ボン・ジョヴィ」
｢フォーク・ベスト３０｣ 「ベスト・オブ・ペリー・コモ」
｢Ｂ’ｚ・ザ・ベスト　プレジャー２」 「バッハ：無伴奏チェロ組曲＜全集＞」 他

※詳しくは各館に備え付けの新着資料リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます

書名 著者名 出版社 所蔵館 ジャンル
評判の和風デザート・和風菓子 吉田　靖彦 旭屋出版 図 菓子
アシュリー アシュリー・ヘギ フジテレビ出版 郷 手記
萩・津和野・門司港レトロ地区 ― 実業之日本社 郷 旅行
ハイ！ハイ！パフィーイングリッシュ ― ぴあ 図 英会話
O alquimista Paulo Coelho Rocco 図 小説（ポルトガル語）

所蔵館の説明　図：中央図書館　郷：郷州公民館

休 館 日 毎週月曜日、4/28（金）、5/24（水）～5/31（水）
開館時間 中央図書館　　　午前10時～午後6時（※木曜日は、午後1時～6時）

各公民館図書室　午前9時30分～午後4時30分

新しく入った本

新しいＣＤが入りました！

年間貸出ベスト５発表！

4・5月

としょかんへいこう！ 
中央図書館�
守谷市大柏937-2�
1４５－１０００�
6４５－７５００�
�

４月の児童テーマ棚�
「あるく」�



毎月第2土曜日に、市
内の小学校で開催されて
いる「ALTと遊ぼう」。
当日、会場となった黒

内小学校体育館には、市
内の小学1～3年生79人
が参加。
3人のALT（Assistant

Language Teacher）と
一緒に、カードを使った
ゲームなどで楽しく遊び
ながら、生きた英語に慣
れ親しみました。

市立保育所の修了式が、各保育所で行われまし
た（写真は北園保育所）。
修了生たちは、所長から修了証書を受け取ると、
新たな出発への希望を胸に、保育所から立派に巣
立っていきました。皆さん、楽しい小学校生活を
送ってくださいね。

肥
ふと

ると恐ろしい病気、睡眠時無呼吸症候群とい
びきの関係や、簡単で楽しい減量法を学ぶ講演会
が、中央公民館で開催されました。
健康な日常生活を送るためには、良質な睡眠や

運動と栄養が必要です。ゆっくり確実ダイエット
で、健康な身体づくりを心掛けましょう。
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新たな出発への一歩
保育所修了式（3/24）

健 康な生活は良質な睡眠から
健康講演会（3/19）

英 語を楽しく身に付ける
ALTと遊ぼう（3/15）

Moriya Photo News



自然豊かな利根川左岸河川敷。反面、粗大ごみ
などの不法投棄も多く見受けられます。「利根川
左岸河川敷環境保全実行委員会」では、自然環境
を守るため、毎年クリーン作戦を実施しています。
この日、約600名の方々の協力により、7.7ｔの

ごみが集められました。ありがとうございました。

“見て楽しい、食べておいしい”太巻き寿司作
り教室が、北守谷公民館で開催されました。
参加者たちは、バラや椿の花をモチーフにした、
見た目にも美しい伝統的な太巻き寿司作りに挑
戦。見事な花が咲いた太巻き寿司を、みんなで一
緒に味わいました。

市国際交流員のリッヒターさんが、毎月実施し
ているドイツ料理教室。今回は、北海とハンブル
ク市のドイツ料理を紹介しました。
当日のメニュー、サケとサラダ菜の前菜や、ハ

ンブルグのフライパン魚など計4品を調理し、料
理を通じた異文化交流を楽しんでいました。

常総運動公園内の室内プールで開催された、水
中ウォーキング教室。
水中で体を動かすことは、見た目以上に難しい

ですが、効果的に運動不足を解消することができ
ます。参加者たちは、無理なくゆっくり体を動か
しながら、水中ウォーキングを楽しんでいました。
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●まちの話題を写真記事でお届けします

春らしい色鮮やかな太巻き寿司
太巻き寿司作り教室（3/6）

ド イツ料理で異文化交流
リッチャンのドイツ料理教室（3/15）

運 動不足を楽しく解消！
水中ウォーキング教室（3/15～17）

豊 かな自然を後世に伝えよう
利根川左岸河川敷クリーン作戦（3/5）



みんなのひろば

１
月
18
日
、
茨
城
県
庁
で
行

わ
れ
た
「
第
23
回
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

（
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委

員
会
主
催
）」
に
お
い
て
、
鈴

木
彩
香
さ
ん
（
黒
内
小
５
年
）

の
作
品
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

２
月
21
日
、
茨
城
県
知
事
か
ら

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
、
作
品
数
２
０
８
点
の

中
か
ら
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
鈴
木
さ
ん
は
「
一
生
懸
命

描
い
た
絵
が
、
選
ば
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」
と
受
賞
の
喜

び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

40広報もりや2006.4.10
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第15回全国高校剣道選抜大会

守谷高校

（左から・敬称略）田澤
た ざ わ

祐佳
ゆ か

、木下
きのした

賢治
け ん じ

監督、鈴木
す ず き

瞳
ひとみ

、
橋本
はしもと

紋奈
あ や な

、広瀬
ひ ろ せ

伸子
の ぶ こ

、金井
か な い

若葉
わ か ば

、舩岡
ふなおか

春香
は る か

、細谷
ほ そ や

碧
みどり

第29回全国高校ハンドボール選抜大会

藤代紫水高校

（左から・敬称略）寺田
て ら だ

良太
りょうた

コーチ、信太
し だ

弘樹
ひ ろ き

、加藤
か と う

秀和
ひでかず

、長谷川
は せ が わ

良太
りょうた

、寺田
て ら だ

弘太
こ う た

、大山
おおやま

天靖
たかやす

、加藤
か と う

良典
よしのり

▲県知事から表彰される鈴木さん

鈴
木
す
ず
き

彩
香
あ
や
か

さ
ん

茨
城
県
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
受
賞

第85回全国高校ラグビーフットボール大会
第６回全日本中学生
バドミントン選手権大会

第57回全日本学生
バスケットボール選手権大会

第36回全国高校バスケット
ボール選抜優勝大会

国学院大学

斎藤
さいとう

恵三
けいぞう

さん
（原）

茗渓学園高校

内田
う ち だ

正敏
まさとし

さん
（薬師台２）

大野
お お の

亮
まこと

さん
（松前台６）

小浜
こ は ま

和己
か ず き

さん
（みずき野５）

流通経済大附属柏高校

小松
こ ま つ

史明
ふみあき

さん
（奥山本田）

茗渓学園中学

田付
た つ き

まゆさん
（薬師台２）

内田
う ち だ

愛子
あ い こ

さん
（薬師台２）

第11回全国ジュニアラグビー
フットボール大会

茗渓学園中学

安井
や す い

智哉
と も や

さん
（薬師台５）

川島淳之介
かわしまじゅんのすけ

さん
（御所ケ丘５）

明秀日立高校
佐々木麻衣さん
（下新田）

第81回日本選手権水球競技大会

第81回日本学生選手権水球競技大会

日本大学

谷
たに

俊夫
と し お

さん
（久保ケ丘３）

第28回全国選抜
高校テニス大会

藤代高校

今
こん

愛
あい

さん
（美園４）

第11回全国都道府県
対抗男子駅伝競走大会

藤代高校

出口
で ぐ ち

和也
か ず や

さん
（みずき野１）

第12回全国専門学校
バレーボール選抜優勝大会

アクト情報ビジネス専門学校

菊地
き く ち

結花
ゆ か

さん
（清水）

明
秀
日
立
高
校

佐
々
木

さ

さ

き

麻
衣

ま

い

さ
ん

（
下
新
田
）
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んなのひろば

私
の
ふ
る
里
安
心
院
町
は
、

大
分
空
港
か
ら
車
で
50
分
。
周

り
は
盆
地
で
囲
ま
れ
、
西
に
は

由
布
岳
が
そ
び
え
、
水
が
き
れ

い
で
い
ま
だ
に
棚
田
が
残
っ
て

い
る
所
で
す
。
東
に
泉
都
別
府

市
、
西
に
温
泉
で
有
名
な
湯
布

院
町（
朝
の
番
組「
風
の
ハ
ル
カ
」

の
舞
台
）が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
宇
佐
市
と
合
併
し
て

市
に
な
り
ま
し
た
が
、
旧
安
心

院
町
の
人
々
は
、
８
８
０
０
人

で
、
西
日
本
有
数
の
ブ
ド
ウ
の

産
地
で
す
。
盆
地
特
有
の
朝
夕

の
激
し
い
温
度
差
が
、
甘
く
て

お
い
し
い
ブ
ド
ウ
を
育
て
ま
す
。

そ
の
他
の
特
産
物
と
し
て
ス
ッ

ポ
ン
、
豊
後
牛
、
カ
ボ
ス
、
椎

茸
（
ど
ん
こ
）
な
ど
。
水
が
き

れ
い
な
の
で
、
お
酒
や
焼
酎
を

造
る
酒
屋
も
あ
り
ま
す
。

春
に
な
る
と
思
い
出
す
の
が
、

中
学
生
の
こ
ろ
の
キ
ャ
ン
プ
で

す
。
ぜ
ん
ま
い
を
た
く
さ
ん
採

っ
て
帰
り
、
灰
で
あ
く
抜
き
を

し
て
、
保
存
食
を
作
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
思
い
出
は
、

祖
父
が
朝
起
き
る
と
、
家
の
前

を
流
れ
る
小
川
で
顔
を
洗
い
、

由
布
岳
に
向
か
っ
て
拝
ん
で
い

た
姿
で
す
。
由
布
岳
が
傘
を
か

ぶ
っ
て
い
る
と
雨
が
降
る
、
今

日
は
き
れ
い
に
由
布
岳
が
見
え

る
か
ら
、
天
気
が
い
い
の
で
農

作
業
が
で
き
る
。
ま
る
で
天
気

予
報
士
の
よ
う
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
安
心
院
に
帰
っ

た
ら
、
私
た
ち
が
通
っ
て
い
た

中
学
校
は
、
温
泉
が
出
て
家
族

旅
行
村
と
な
り
、
宿
泊
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

安
心
院
町
で
は
、
全
国
初
「
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
宣
言

の
町
」
と
し
て
、
心
の
ふ
る
里

に
出
会
え
る
旅
や
、
緑
豊
か
な

農
村
に
お
い
て
、
自
然
文
化
や

人
々
と
の
交
流
を
楽
し
め
る
ま

ち
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

農
村
の
家
庭
に
泊
ま
り
、
魚
釣

り
や
川
魚
料
理
、
ブ
ド
ウ
狩
り

も
楽
し
め
ま
す
。
九
州
方
面
に

旅
行
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
安

心
院
に
も
寄
ら
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

♪
ラ
ン
ド
セ
ル
デ
ビ
ュ
ー

３
歳
で
す
が
、
ラ
ン
ド
セ
ル
が

欲
し
く
て
、
色
も
決
め
ま
し
た
。

♪
仲
良
し
☆

い
つ
も
パ
パ
と
一
緒
！

♪
河
津
の
桜
ま
つ
り

鼻
歌
い
っ
ぱ
い
歌
っ
ち
ゃ
っ
た
！

♪
帽
子
の
は
ず
が
…

毛
糸
が
足
り
ず
、
ベ
レ
ー
帽
に
…

♪
に
ゃ
ー

も
う
お
じ
さ
ん
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
動
き
に
若
さ
は
健
在
☆

♪
ア
イ
ー
ン

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
！

♪
超
き
も
ち
い
い
！

パ
パ
の
沐も

く

浴
は
、
最
高
で
す
☆

♪
あ
と
、
ち
ょ
っ
と

ハ
イ
ハ
イ
特
訓
中
！

41 広報もりや2006.4.10

み

P.N
ミィさん
（松前台２）

P.N
マカロニさん

（御所ケ丘５）

P.N
まーママさん
（松ケ丘２）

P.N
ゆうたんさん

（久保ケ丘４）

P.N
らっちさん
（けやき台２）

P.N
凌真さん
（西根切）

P.N
マヒマヒさん
（松ケ丘６）

P.N
あいあいママさん
（ひがし野３）

ふるさと自慢 由布岳を一望できるまち「大分県宇佐市安心院
あ じ む

町」

リレーインタビュー リレーインタビュー 

写
メ
ー
ル
で
送
っ
て
ネ
！

投投投投
稿稿稿稿
ひひひひ
ろろろろ
ばばばば

h
ttp://w

w
w
.city.m

oriya.ibaraki.jp/i/h
iroba

波多
は た

澄江
す み え

さん
（松前台６）



も
り
や
ア
ヤ
メ
祭
り
は
、
四

季
の
里
公
園
内
の
ア
ヤ
メ
や
シ

ョ
ウ
ブ
を
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
始
ま
っ
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
今
年
14
回
目
を
迎
え

ま
す
。

花
々
が
咲
き
そ
ろ
う
中
、
あ

な
た
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、

一
緒
に
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
！

た
く
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日

６
月
11
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

▼
会
場

四
季
の
里
公
園
内
特

設
ス
テ
ー
ジ

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
が
主
体
の
団
体
で
、

４
月
28
日（
金
）の
説
明
会
に

参
加
で
き
る
方

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選

▼
内
容

演
奏
、
踊
り
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど

▼
申
込
方
法

４
月
26
日
（
水
）

ま
で
に
、
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

市
役
所
経

済
課
内
「
も
り
や
ア
ヤ
メ
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
」

内
線
２
６
３

守 谷 市 役 所
〒302-0198 守谷市大柏950-1

10297-45-1111（代表）
http://www.city.moriya.ibaraki.jp
発行者　守谷市長　会 田　真 一
編　集　守谷市役所総務部秘書課
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※
こ
の
広
報
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

２
０
０
６
年
４
月
10
日
発
行
　
広
報
も
り
や
第
５
０
２
号

4月の納期

●国民健康保険税……１期（5/1）
●介護保険料…………１期（5/1）

粗大ごみ収集日

5月のし尿収集日

モバイル！もりや
携帯電話から市の情報を入手できます
http://www.city.moriya.ibaraki.jp/i

◆主な内容◆
・相談窓口案内
・ポケット防災ガイド
・図書館蔵書検索
・バス時刻表
・鉄道時刻表
・スポーツ施設予約

守谷市の事故発生状況
（3月1日～28日）

発生件数　　　32件
死 者 数　　　00人
負傷者数　　　38人

人口と世帯数
平成18年3月28日現在

前月比

世　帯　18,997戸（＋146戸）

人　口　54,646人（＋297人）

男 27,619人（＋148人）

女 27,027人（＋149人）

昨年同月人口 53,083人

日�
1 2 8
10 11 12
15 16 17
19 22 ―�
24 25 ―�
26 29 ―�

大井沢地区�
大野地区�
高野、乙子、南守谷地区�
原、原元町、北園�
小山、奥山新田、奥山本田、�
辰新田、同地、赤法花�

区　分�

申 込 日�
4/17～4/21
5/ 8 ～5/12
5/22～5/26

5/10
5/24
6/ 7

収 集 日�

わ
た
し
た
ち
は
、
利
根
・
鬼
怒
・
小
貝
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
つ
つ

ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
に
輝
く
守
谷
の
市
民
で
す
。

こ
の
郷
土
を
愛
し
、
健
康
で
明
る
く
住
み
よ
い
文
化
都
市
を
目
指
し

て
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
水
と
緑
に
親
し
み
、
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
豊
か
な
心
を
育
て
、
体
を
き
た
え
、
健
康
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
教
育
文
化
を
た
か
め
、
個
性
を
伸
ば
し
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
い
家
庭
を
き
ず
き
、
き
ま
り
を
守
り
、
平
和
な
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
互
い
に
助
け
合
い
、
責
任
を
果
た
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

■市の鳥　小綬鶏（こじゅけい）
朝夕、雛

ひな

を連れて

集う姿は、家族仲良

く、一家が繁栄する

ようであります。ま

た、将来、守谷市が10万都市を

形成するのに似ています。

■市の花　山百合（やまゆり）
山里や深山に白

く咲く姿は、清楚
せいそ

で柔軟な中にも、

凛
りん

然とした感じが

あります。

その上、芳しい香りを漂わせて、

自主・自立の高貴な人のようです。

■市の木　松（まつ）
松は、枯れ落ちて

も２つの針葉が固く

結び付き、夫婦の相

和するのに似て、人

生における幸福の基本をあらわし、

市の発展を約束しているようです。

もりやアヤメ祭り
イベント出演者募集！

守
谷
市
民
憲
章
（
平
成
２
年
11
月
２
日
制
定
）


